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埼経協ニュース405号

平
成
三
十
年
度
定

時
総
会
は
、
五
月
十

日
㈭
一
三
時
三
〇
分

か
ら
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
に
て
開
催
さ
れ

た
。当

日
は
各
界
の
ご

来
賓
の
方
々
並
び
に

会
員
を
合
わ
せ
て
三

三
〇
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
上
條

会
長
の
開
会
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
続
い
て
、

ご
来
賓
を
代
表
し
て
、

浅
野
僚
也
財
務
省
関

東
財
務
局
長
、
荒
木

祥
一
厚
生
労
働
省
埼

玉
労
働
局
長
、
近
藤

嘉
連
合
埼
玉
会
長
の

三
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
来
賓
紹
介
、
定
足
数
確
認
後
、

上
條
会
長
が
議
長
と
な
り
、
審
議
が
進

め
ら
れ
、
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
の
四
議
案
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
九
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

続
い
て
、
上
條
会
長
か
ら
以
下
の
六

名
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

方
々
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

・
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長
）

・
加
藤
喜
久
雄
氏
（
㈱
武
蔵
野
銀
行
取

締
役
頭
取
）

・
栗
田
美
和
子
氏
（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム

デ
リ
カ
代
表
取
締
役
）

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’18 月号

日本経団連 埼玉

平
成
二
九
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の

四
議
案
を
承
認

―
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演
、
熊
本
県
立
大
学
理
事
長
、
前
政
策
研
究
大
学
院
大
学
学
長
の

白
石
隆
氏
よ
り
、「
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
ア
ジ
ア
と
日
本
」
と
題
し
て
講
演

平成30年度定時総会

6・7

平成30年度定時総会

議事を進行する上條正仁会長

講演する白石隆氏
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・
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代

表
取
締
役
）

・
石
井
進
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）

・
臼
田
真
一
朗
氏
（
関
東
食
糧
㈱
代
表

取
締
役
）

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
第
一

部
を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
熊
本
県
立

大
学
理
事
長
、
前
政
策
研
究
大
学
院
大

学
学
長
の
白
石
隆
氏
よ
り
、「
ト
ラ
ン

プ
時
代
の
ア
ジ
ア
と
日
本
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

（
主
な
講
演
内
容
）

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
と
ア
フ
リ
カ
の

潜
在
力
を
考
え
れ
ば
、
太
平
洋
か
ら
イ

ン
ド
洋
に
至
る
広
大
な
地
域
が
21
世
紀

の
世
界
で
繁
栄
の
中
心
と
な
る
可
能
性

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
で
は
、
米
中
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
主

導
す
る
二
つ
の
秩
序
構
想
が
地
政
学
的

競
争
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
中
国
と
の
対
決
に
大
き

く
傾
斜
す
る
と
共
に
、
経
済
で
は
、
圧

倒
的
な
力
を
テ
コ
に
自
国
に
有
利
な
交

渉
を
進
め
ら
れ
る
2
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

推
進
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
イ

ン
ド
太
平
洋
戦
略
は
、
通
商
面
で
「
米

国
第
一
主
義
」
に
あ
ま
り
に
傾
聴
し
て

い
る
。
今
、
必
要
な
の
は
、
自
国
の
利

益
ば
か
り
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
国
々
が
広
く
平
和
と
繁
栄
を
享

受
で
き
る
よ
う
、
協
力
す
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
各
国
と
共
に
、
こ
の
分
野

で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
第
三
部
の

懇
親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
石
井
進
副
会
長
の
開
宴
挨

拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
飯
島
寛
埼
玉
県

副
知
事
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
山
口
宏

樹
埼
玉
大
学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
の
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、

会
員
同
士
の
懇
親
が
大
い
に
図
ら
れ
、

栗
田
美
和
子
副
会
長
の
閉
宴
の
挨
拶
で

懇
親
会
は
終
了
し
た
。

平平
成成
3300
年年
度度
定定
時時
総総
会会
・・

上上
條條
会会
長長
開開
会会
挨挨
拶拶

会
長
の
上
條
で
ご
ざ
い
ま
す
。
開
会

に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
日
は
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
業
務
ご
多
忙
の
中
、
こ

の
よ
う
に
大
勢
の
方
々
に
ご
出
席
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に

ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変

ご
多
忙
の
中
、
官
界
、
経
済
界
、
労
働

界
、
そ
し
て
教
育
界
よ
り
多
数
の
ご
来

賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
皆
様
方
の
ご
厚
誼
並
び
に

本
日
ご
来
臨
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
日
本
経
済
の
将
来

を
展
望
し
ま
す
と
、
ま
ず
、
2
0
1
8

年
度
の
国
内
需
要
で
す
が
、
極
め
て
緩

和
的
な
金
融
環
境
や
政
府
支
出
に
よ
る

下
支
え
な
ど
を
背
景
に
、
企
業
・
家
計

の
両
部
門
に
お
い
て
所
得
か
ら
支
出
へ

の
前
向
き
の
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
持
続

す
る
も
と
で
、
増
加
基
調
を
た
ど
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

企
業
に
と
っ
て
は
、
設
備
投
資
は
、

緩
和
的
な
金
融
環
境
の
も
と
で
、
景
気

拡
大
に
沿
っ
た
能
力
増
強
投
資
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
投
資
、
人
手
不
足
に
対

応
し
た
省
力
化
投
資
を
中
心
に
増
加
を

続
け
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

個
人
消
費
も
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
が
続
く
も
と
で
、
緩
や
か
な
増
加

傾
向
を
た
ど
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
公
共

投
資
は
、
既
往
の
経
済
対
策
に
よ
る
押

上
げ
効
果
が
緩
や
か
に
衰
退
す
る
も
の

の
、
2
0
1
7
年
度
補
正
予
算
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
需
要
も
あ
っ
て
高
め
の

目

次

頁

�
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会

一
〜
六

�
平
成
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会

七

�
科
学
の
甲
子
園

八
〜
十

�
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

十
一

�
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業十

二

�
労
働
法
実
務
講
座（
第
一
〜
第
四
講
）十
三

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
（
第
一
〜
第

三
講
）

十
四

�
組
織
風
土
改
善
に
よ
る
経
営
力
強
化
セ
ミ

ナ
ー

十
五

�
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
六

�
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョン
セ
ミ
ナ
ー十

六

�
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
七

�
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
（
第
一
〜
第
二
講
）

十
七

�
明
日
か
ら
経
理
が
で
き
る
経
理
入
門
セ
ミ

ナ
ー

十
八

�
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会十

九

�
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

十
九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場二

○

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
一

�
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す二

二
〜
二
三

�
企
業
経
営
動
向
調
査
・
特
別
調
査

二
四
〜
二
八

�
青
年
経
営
者
部
会
四
月
例
会

二
九

�
青
年
経
営
者
部
会
平
成
三
十
年
度
定
時
総

会

二
九

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

三
一

�
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者

の
積
極
的
な
採
用
の
要
請

三
二

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

三
二

�
外
国
人
留
学
生
対
象
企
業
説
明
会

三
三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

三
四

�
日
本
経
団
連
の
動
き

三
五

�
事
業
だ
よ
り

三
五

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
六

ご来賓の代表の方々
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水
準
を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
輸
出
に
つ
い
て
も
、
海
外
経

済
の
着
実
な
成
長
を
背
景
に
、
基
調
と

し
て
緩
や
か
な
増
加
を
続
け
る
も
の
と

見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
2

0
1
8
年
度
は
、
0
％
台
後
半
と
推
計

さ
れ
る
、
潜
在
成
長
率
を
上
回
る
、
1

％
台
半
ば
の
成
長
を
続
け
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

一
方
、
企
業
収
益
は
、
改
善
基
調
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
法
人
企
業
統
計
の

全
産
業
全
規
模
ベ
ー
ス
の
売
上
高
経
常

利
益
率
は
、
堅
調
な
内
需
や
海
外
経
済

の
成
長
に
支
え
ら
れ
て
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
も
と
で
、
企
業
の

景
況
感
も
改
善
基
調
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
3
月
の
日
銀
短
観
の
全
産
業
全
規

模
ベ
ー
ス
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
を
み
ま
す

と
、
7
期
連
続
で
改
善
し
て
お
り
、
1

9
9
1
年
8
月
調
査
以
来
の
良
好
な
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
行
き
の
企
業
収
益
も
着
実

な
改
善
を
続
け
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
2
0
2
0
年
度
に
か
け
て
は
、

消
費
増
税
の
影
響
も
あ
っ
て
景
気
が
減

速
方
向
に
向
か
う
も
と
で
、
人
件
費
の

増
加
な
ど
家
計
へ
の
分
配
が
よ
り
進
ん

で
い
く
た
め
、
企
業
収
益
の
伸
び
率
は

低
下
し
て
い
く
も
の
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
今

後
の
企
業
経
営
を
考
え
る
う
え
で
、
2

点
ほ
ど
所
感
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
1
点

目
は
、
組
織
の
活
性
化
と

能
力
向
上
を
目
指
し
た
、

�
逸
脱
の
す
す
め
�
に
つ

い
て
で
す
。

正
解
も
手
本
も
な
い
現

代
は
、
知
識
を
い
く
ら
蓄

え
て
も
、「
ス
マ
ホ
」
に

は
敵
わ
な
い
の
が
現
実
で

す
。
そ
れ
な
の
に
、
多
く

の
経
営
者
は
こ
れ
ま
で
の

成
功
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し

た
成
果
へ
の
一
本
道
が
あ

る
と
信
じ
、
道
か
ら
外
れ

た
り
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
を
極
端
に
恐

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
企
業

を
含
め
現
代
の
日
本
は
、
や
や
も
す
る

と
、
閉
塞
感
に
陥
り
、
企
業
の
若
い
担

い
手
や
組
織
そ
の
も
の
の
活
力
を
失
っ

て
や
し
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
自
律

的
な
活
動
こ
そ
働
き
手
に
と
っ
て
や
り

が
い
の
源
泉
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

競
争
環
境
が
激
し
い
今
こ
そ
、
経
営

者
に
は
、「
言
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
ち

り
や
れ
」「
こ
れ
だ
け
は
す
る
な
」
で

は
な
く
、「
俺
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
思

い
切
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
度

量
、
働
き
手
側
に
は
「
言
わ
れ
た
こ
と

を
や
れ
ば
良
い
」
で
は
な
く
、「
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
」、「
自
分
が

生
か
せ
る
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
、
自

ら
行
動
す
る
姿
勢
を
促
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
的
な
経
営
の
強
み

の
一
つ
で
も
あ
っ
た
「
同
調
」
で
は
な

く
、
組
織
の
活
力
を
生
む
「
逸
脱
」
を

組
織
運
営
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が
必

要
な
時
代
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
逸
脱
」
を
通
じ
た
新
し
い
経
験
は
メ

ン
バ
ー
の
や
り
が
い
だ
け
で
は
な
く
組

織
と
し
て
の
学
習
に
も
つ
な
が
り
、
組

織
の
活
力
と
メ
ン
バ
ー
の
能
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
�
モ
ッ
ト

ー
�、
す
な
わ
ち
果
た
す
べ
き
�
自
分

自
身
へ
の
約
束
�
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
私
の
好
き
な
言
葉
の
1
つ
に
、「
粗

に
し
て
野
だ
が
卑
で
は
な
い
」
が
あ
り

ま
す
。
三
井
物
産
社
長
を
経
て
、
池
田

勇
人
首
相
に
請
わ
れ
て
第
5
代
国
鉄
総

裁
に
就
任
し
、
数
々
の
改
革
を
実
行
し

た
、石
田
禮
助（
い
し
だ

れ
い
す
け
）

の
半
生
を
描
い
た
城
山
三
郎
の
代
表
作

の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
お
読
み
に
な

っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
禮
助
は
、
自
分
の
こ
と
を
「
気

分
は
ヤ
ン
グ
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー
、
心
は
ウ

ォ
ー
ム
・
ハ
ー
ト
」
を
自
認
し
て
お
り
、

国
鉄
総
裁
に
な
り
、
初
め
て
国
会
に
登

院
し
た
と
き
に
、
代
議
士
を
前
に
し
て

言
っ
た
言
葉
が
「
粗
に
し
て
野
だ
が
卑

で
は
な
い
」、
す
な
わ
ち
「
言
動
が
雑

で
粗
暴
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
卑
し
い

行
い
や
態
度
は
と
ら
な
い
」
で
し
た
。

石
田
禮
助
は
こ
の
言
葉
を
人
生
の
モ
ッ

ト
ー
、
す
な
わ
ち
、
生
涯
、
自
分
自
身

へ
の
約
束
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー

よ
り
も
激
務
で
、
努
力
の
割
に
は
見
返

り
も
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
手
を
抜
か
な
い
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
、
自
分
へ

の
誇
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー

こ
そ
「
約
束
は
自
分
自
身
と
す
る
も

の
」
と
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
昨
今
の
様
々
な
問
題
を
見
聞
き

す
る
に
つ
け
思
い
出
す
言
葉
の
ひ
と
つ

で
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ

ど
詳
し
く
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
従
来
同
様
、
昨
年
も
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
、
各

種
委
員
会
・
研
究
会
活
動
、
科
学
の
甲

子
園
埼
玉
県
大
会
・
全
国
大
会
へ
の
協

賛
な
ど
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
働

き
方
を
考
え
る
機
運
が
広
が
っ
て
お
り
、

経
営
者
の
皆
さ
ん
や
幹
部
の
方
々
へ
の

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
差
し
上
げ
る
取
り
組

み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
会
員
の
皆
様

に
役
立
つ
様
々
な
事
業
の
企
画
・
運
営

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
ご

活
用
並
び
に
ご
協
力
の
ほ
ど
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

開
会
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

以
上

閉
会
挨
拶
す
る
上
條
正
仁
会
長
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3300
年年
度度

定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

定
時
総
会
風
景

来
賓
祝
辞

近
藤
嘉
連
合
埼
玉
会
長

来
賓
祝
辞

荒
木
祥
一
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
祝
辞

浅
野
僚
也
財
務
省
関
東
財
務
局
長

監
査
報
告
す
る
中
込
秀
明
監
事

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た

組
織
拡
大
協
力
会
員
の
方
々

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
栗
田
美
和
子
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
臼
田
真
一
朗
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
加
藤
喜
久
雄
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
石
井
進
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
吉
野
寛
治
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
池
田
一
義
氏（
左
）
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特 別 講 演 会

懇 親 会
開
宴
挨
拶

石
井
進
副
会
長

来
賓
祝
辞

飯
島
寛
埼
玉
県
副
知
事

来
賓
祝
辞

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

懇談風景

乾
杯
挨
拶

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長

閉
会
挨
拶

栗
田
美
和
子
副
会
長

講演する白石隆氏講演風景
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▽
埼
玉
県
副
知
事

飯
島

寛

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
熊
本
県
立
大
学
理
事
長

白
石

隆

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

浅
野
僚
也

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

川
島
俊
通

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

財
務
広
報
相
談
室
室
長
補
佐

青
山
友
美

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

青
木

宏

▽
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

さ
い
た
ま
支
局
長

郷

佳
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

荒
木
祥
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

菅
原
篤
史

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
調
整
官

進
藤
容
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
課
長

松
本
桂
一
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

笹
本
孝
弘

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室
長

加
藤
孝
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

唄
繁

樹

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

長
澤

篤

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

大
鷲

亨

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

健
康
安
全
課
長

塩
野
七
重

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

大
塚
陽
太
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

倉
林
正
彰

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

小
室
幸
士

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

訓
練
室
長

新
田
純
康

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・
埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

本
部
長

山
野
正
志

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

川
原
剛
志

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ
調
査
役

岡
田
啓
一

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部

副
部
長

石
川
英
寛

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

新
里
英
男

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

藤
田

努

▽
産
業
労
働
部

観
光
課
長

島
田
邦
弘

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
課
長

佐
藤
卓
史

▽
産
業
労
働
部

シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

堀
光
美
知
子

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

山
野
隆
子

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

田
口

修

▽
企
画
財
政
部

計
画
調
整
課
長

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
兼
企
画
・
総
務
室
長

増
田
文
之

▽
福
祉
部

地
域
包
括
ケ
ア
局
長

江
森
光
芳

▽
報
道
長

板
東
博
之

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

和
田
公
雄

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

小
松
弥
生

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

渡
邉

亮

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

副
部
長

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課
長

日
吉

亨

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

特
別
支
援
教
育
課
長

金
子

功

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課
学
校
評
価
幹

坂
上

節

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
長

上
原
一
孝

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
教
育
指
導
幹

石
川

薫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
副
課
長

山
田

恵

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

山
盛
敦
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

高
橋
正
行

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

田
島
慎
吾

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

田
辺
浩
規

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

髙
岡

豊

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

野
崎

正

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

土
田
保
浩

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

斎
藤

実

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

人
材
開
発
部
長

豊
田
雅
裕

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

小
島
敏
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

業
務
執
行
理
事

鈴
木
健
史

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

副
教
育
長

久
保
田
章

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

教
育
委
員

大
谷
幸
男

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
部
長

平
沼

智

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
部
次
長

渡
邉
祐
子

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
部
教
職
員
人
事
課
長

澤
田
純
一

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

伊
藤
光
男

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務
理
事

飯
塚

孝

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

塩
川

修

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

副
所
長
兼
所
長
代
理

公
平
隆
志

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

事
務
局
長

加
藤

孝

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉
支
部

埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
所
長

中
村
正
彦

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

小
林
一
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

主
事

齋
藤
明
男

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長

中
尾
安
志

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

増
田
賢
一
朗

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
担
当

宮
﨑
恒
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

小
林
義
信

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
県
央
・
北
地
域
営
業
本
部
長

広
瀬
克
之

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部
長

加
藤
一
弘

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
支
店
長

諏
訪
慶
三

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
越
支
店
長

斉
藤
重
教

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

柚
木

馨

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

専
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

専
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

白
井
利
幸

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

黒
澤

進

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

天
田

裕

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

重
原
孝
臣

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

伊
藤

修

▽
埼
玉
大
学

理
事

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部
長

柳
澤
哲
哉

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

西
袋

昇

▽
埼
玉
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
、

先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
所
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

松
岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

鷹
野
勝
弘

▽
埼
玉
大
学

統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川
眞
一

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

田
中

滋

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

萱
場
一
則

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

森

美
秀

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

近
藤

嘉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会事

務
局
長

佐
藤
道
明

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

常
務
理
事
（
埼
玉
県
本
部
担
当
）
宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

小
林
直
哉

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
局
長

秋
谷
明
宣

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
部
長

友
清

創

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
記
者

小
林
哲
伸

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

常
務
取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
局
長

松
岡
健
三

▽
㈱
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
支
局
長

松
田

隆

▽
㈱
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
総
局
長

山
中
久
仁
昭

▽
㈱
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
支
局
長

岩
﨑
俊
彦

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
㈱
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

岡
元
利
奈
子

▽
㈱
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所

三
輪

慶

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

副
会
長

加
地
照
子

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
大
宮
支
店

情
報
部
長

長
谷
川
徹

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

本
社
営
業
推
進
部
次
長

上
西
伴
浩

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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ダウンロードはこちら

四
月
二
三
日
㈪
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
二
三
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

上
條
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
議
案
は
五
月
十
日
㈭
の
定
時

総
会
に
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
理
事
会
議
案
】

一
�
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
九
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
並
び
に

臨
時
総
会
の
招
集

他
に
報
告
事
項
と
し
て
新
規

会
員
ご
紹
介
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
の
件
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。な

お
、
理
事
会
終
了
後
、
理

事
、
監
事
、
常
任
幹
事
・
幹
事

な
ど
四
七
名
が
出
席
し
幹
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
、
三

重
大
学
人
文
学
部
教
授
の
山
田

雄
司
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
忍
者
学
〜
現
代
社
会

に
も
通
じ
る
忍
者
の
生
き
方
と

は
」
と
題
し
て
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
懇
親

会
も
開
催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

山
田

雄
司

（
や
ま
だ

ゆ
う
じ
）
氏

1
9
6
7
年
生
ま
れ
。
1
9

9
1
年
京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。

1
9
9
8
年
筑
波
大
学
大
学
院

博
士
課
程
歴
史
・
人
類
学
研
究

科
博
士
課
程
・
博
士
課
程
後
期

卒
業
・
終
了
。
1
9
9
4
年
4

月
三
重
大
学
講
師
、
2
0
0
1

年
4
月
同
助
教
授
、
2
0
0
7
年
同
准

教
授
、
2
0
1
1
年
4
月
同
教
授
。
専

門
分
野
は
日
本
古
代
・
中
世
信
仰
史
。

現
在
の
研
究
課
題
は
忍
者
・
忍
術
に
関

す
る
研
究
。著
書
は「
怨
霊
と
は
何
か
」

（
中
央
公
論
新
社
、2
0
1
4
年
）、「
忍

者
の
歴
史
」（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
、2
0
1
6
年
）、「
忍

者
は
す
ご
か
っ
た
―
忍
者
書

81
の
謎
を
解
く
」（
幻
冬
舎
、

2
0
1
7
年
）
な
ど
多
数
。

平
成
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会
開
催

〜
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
等
全
議
案
を
承
認

〜
幹
事
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
も
開
催

懇親会
懇親会閉宴挨拶
中込秀明監事

幹事会

理事会
幹事会開会挨拶
上條正仁会長

講演する三重大学人文学部教授
山田雄司氏

懇親会開宴挨拶
戸所邦弘副会長
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産学官が創る科学祭“科学の甲子園”を本会会員企業で応援しよう

～広げよう科学の輪 活かそう科学の英知～

第第88回回 科科学学のの甲甲子子園園
「科学の甲子園」は、国立研究開発法人科学技術振興機構

（JST）が主催し、平成２３年度よりスタートした一大イベント
で、高校生を対象に各都道府県の予選会で勝ち抜いた代表校
が集い、理科・数学・情報の複数分野を競技する取組です。こ
の大会が昨年度の第７回から第９回まで本県で開催されます。
そこで県大会から全国大会まで応援いただける協働パート

ナーを本会会員より募集いたします。この協働パートナーに
は「協賛企業」と「応援企業」があり、本年度はより多くの
企業の皆様に全国大会でステージに上がり表彰を行っていた
だけるよう JSTと協議し「協賛企業」の枠を５社から１０社
にいたしました（「応援企業」枠は１０社となります）。
是非とも本趣旨にご賛同を賜り、積極的なご応募をお願い

いたします。

申込方法

過日配布の別紙申込書に必要事項をご記入の上
（一社）埼玉県経営者協会宛に FAXにて 平成30年9月28日㈮ までにお申し込みください。
※協賛金の振込等の諸手続きは、10月中旬（予定）に「科学の甲子園全国大会」協働パートナー事務局より連絡がございます。

協賛企業

�協賛金 20万円／一社
�募集枠 10社
�表彰式ご登壇 全国大会・県大会
�企業名・サイン（ロゴ）の掲出・
紹介
大会会場の掲出のほか、大会資料・JSTホーム

ページ・新聞紙上への掲載等

第7回全国大会出場校の皆さん（大宮ソニックシティイベント広場にて）

協働パートナーの募集について
全国大会の表彰式にご登壇いただける枠が10社に増えました

応援企業

�協賛金 10万円／一社
�募集枠 10社
�表彰式ご登壇 県大会
�企業名・サイン（ロゴ）の掲出・
紹介
大会会場の掲出のほか、大会資料・JSTホーム

ページ・新聞紙上への掲載等

表彰式で掲出されたロゴ 実技会場で掲出されたロゴ
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科科学学のの甲甲子子園園 埼埼玉玉県県大大会会
『第8回科学の甲子園埼玉県大会』は、県内国立、公立、私立の高等学校の
生徒が理科・数学・情報の力を競う競技会です。県大会の優勝校は全国大会に
出場します。

特別講演
「南極氷河を望遠鏡に！

ニュートリノで探る深宇宙」
講師紹介

千葉大学理学部
ハドロン宇宙国際研究センター
グローバルプロミネント
研究基幹／大学院理学研究院
准教授 石原 安野 氏

●プロフィール
静岡県出身。米テキサス大大学院で物理学博士号。2013

年から千葉大大学院に勤務し、16年から同大准教授。南極
点近くの氷河に光の検出器を埋め込んだ観測施設「アイス
キューブ」による「ニュートリノ」観測により14年に第5
回戸塚洋二賞、「超高エネルギーを持つニュートリノの宇
宙からの飛来数が予想より少ない」という実験結果を発表
して従来の定説を覆すなど、宇宙の謎の解明につながる研
究実績が評価され、17年に自然科学分野で優れた業績をあ
げた女性科学者に贈られる猿橋賞を受賞。

『科学の甲子園埼玉県大会』概要
1 開催日程 平成30年11月4日㈰

集合・点呼 9：30～10：00
開 会 行 事 10：00～10：30
筆 記 競 技 10：40～11：40
休憩・昼食 11：50～12：40
説明・点呼 12：40～12：50
実 技 競 技 12：50～14：50
特 別 講 演 15：00～16：10
結果・表彰 16：20～16：50

2 県予選出場チーム
1校単位で編成された6～8名で構成

3 競技の種類
筆記競技と実技競技
①筆記競技（60分）
数学 物理 化学 生物 地学 情報
より出題

②実技競技（120分）�

総合得点1位のチームは、本県で開催される全国
大会に出場
（平成31年3月15日㈮～18日㈪）

第7回埼玉県大会（平成29年度）

学 校 名

県立熊谷高校

県立熊谷工業高校

県立熊谷女子高校

県立熊谷西高校

県立鴻巣高校

県立越谷北高校

市立大宮北高校

県立秩父高校

県立所沢北高校

県立不動岡高校

細田学園高校

県立松山高校

25校57チーム

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

県立伊奈学園総合高校

県立浦和高校

県立浦和第一女子高校

県立大宮高校

県立大宮工業高校

開智高校

県立春日部高校

市立川口高校

市立県陽高校

県立川越高校

県立川越工業高校

県立川越女子高校

県立久喜工業高校

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

■期日 平成30年11月4日㈰
■場所 埼玉県立総合教育センター

第7回埼玉県大会出場校一覧

実技競技

記念撮影

筆記競技

特別講演

第
８
回
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主 催 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）第8回全国大会（平成30年度）

出場回数
７回目
初出場
３回目
初出場
初出場
５回目
７回目
３回目
初出場
６回目
初出場
６回目
３回目
初出場
５回目
６回目
３回目
２回目
初出場
初出場
７回目
７回目
初出場

学校名
滋賀県立膳所高等学校
京都府立桃山高等学校
大阪星光学院高等学校
兵庫県立神戸高等学校
帝塚山高等学校
智辯学園和歌山高等学校
鳥取県立鳥取西高等学校
島根県立松江北高等学校
岡山県立倉敷天城高等学校
広島学院高等学校
高水高等学校
徳島市立高等学校
香川県立丸亀高等学校
愛光高等学校
高知学芸高等学校
久留米大学附設高等学校
佐賀県立唐津東高等学校
青雲高等学校
熊本県立熊本高等学校
大分東明高等学校
宮崎県立宮崎西高等学校
ラ・サール高等学校
沖縄県立開邦高等学校

都道府県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

No
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７

出場回数
初出場
初出場
６回目
２回目
６回目
４回目
３回目
２回目
７回目
初出場
３回目
初出場
５回目
７回目
６回目
５回目
初出場
６回目
３回目
２回目
７回目
初出場
３回目
５回目

学校名
函館ラ・サール高等学校
青森県立弘前高等学校
岩手県立盛岡第一高等学校
仙台高等専門学校
秋田県立秋田高等学校
山形県立米沢興譲館高等学校
福島県立安積高等学校
茨城県立並木中等教育学校
栃木県立宇都宮高等学校
群馬県立前橋高等学校
埼玉県立浦和高等学校
千葉県立千葉高等学校
筑波大学附属駒場高等学校
栄光学園高等学校
新潟県立新潟高等学校
富山県立富山中部高等学校
石川県立金沢二水高等学校
福井県立藤島高等学校
山梨県立甲府南高等学校
松本秀峰中等教育学校
岐阜県立岐阜高等学校
静岡県立沼津東高等学校
海陽中等教育学校
三重県立伊勢高等学校

都道府県
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４

第7回協働パートナー企業・団体一覧 ※県内企業は網掛け第7回全国大会出場校一覧
応援企業・団体

株式会社臼田ファインモータースクール
三州製菓株式会社
サントリーホールディングス株式会社
スカパー JSAT株式会社
セントラル自動車技研株式会社
株式会社タムロン
テクノプロ・ホールディングス株式会社
日本エマソン株式会社
公益財団法人日本発明振興協会
株式会社ハーベス
ブリタニカ・ジャパン株式会社

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

協賛企業・団体
旭化成株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
株式会社内田洋行
AGS株式会社
株式会社学研ホールディングス
ケニス株式会社
株式会社講談社（Rikejo）
一般社団法人埼玉県経営者協会
株式会社埼玉りそな銀行
CIEE（ETS TOEFL）
株式会社島津製作所／株式会社島津理化
株式会社しまむら
帝人株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社ナリカ
公益社団法人日本理科教育振興協会
パナソニック株式会社
株式会社武蔵野銀行
株式会社ヤガミ
株式会社UL japan

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０

科科学学のの甲甲子子園園 全全国国大大会会

■期日 平成31年3月15日㈮～18日㈪
■場所 開会式・表彰式 大宮ソニックシティ

競 技 会 場 サイデン化学アリーナ（さいたま市記念総合体育館）

優 勝 栄光学園高等学校（神奈川県）
第2位 広島学院高等学校（広島県）
第3位 筑波大学附属駒場高等学校（東京都）

第7回全国大会（平成29年度）
日時：平成30年3月16日㈮～19日㈪
場所：大宮ソニックシティ

サイデン化学アリーナ
参加：47校（361名）

表彰式

サイデン化学アリーナソニックシティイベント広場

フェアウェルパーティー

実技競技②「光と色とエネルギー」

開会式②

実技競技①「クラミドモナスと謎の粉末」

特別シンポジウム
「“人工知能の時代”を生きるサバイバル術」

開会式①

筆記競技

実技競技③
「はばたけ！コバトン～ワイヤレス給電はばたき機レース～」

第
８
回

本県開催
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地
域
社
会
問
題
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
七
年
一
〇
月
に

安
全
対
策
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た

め
「
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
視
察
会
」
を
、
二
九
年
五
月
に
は
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
技

術
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
「
北
海

道
・
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
視
察

会
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

五
月
一
六
日
㈬
の
平
成
三
〇
年
度
第

一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
で
は
、
今

般
の
廃
炉
作
業
の
進
捗
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

視
察
会
」
を
実
施
し
、
三
四
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
福
島
第
一
廃
炉
推
進
カ
ン

パ
ニ
ー

廃
炉
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

部
長

野
呂

秀
明
氏
か

ら
福
島
第
一
原
発
の
概
要
や
廃
炉
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、

福
島
第
一
原
発
敷
地
内
の
視
察
、
及
び
、

原
発
所
在
地
で
あ
る
大
熊
町
の
帰
還
困

難
区
域
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◇
説
明
概
要

・
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

以
降
、
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
廃
炉
を
進
め
て
い
っ
て
い
る
。

・
震
災
当
時
、
一
号
機
か
ら
三
号
機
は

電
源
喪
失
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
が
で

き
な
く
な
っ
た
。

・
こ
れ
に
よ
り
核
燃
料
が
溶
け
出
し
、

大
量
の
水
素
を
発
生
。
一
号
機
と
三
号

機
、
及
び
、
構
造
上
三
号
機
と
接
続
す

る
四
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
。

・
現
在
は
各
号
機
と
も
冷
却
を
継
続
。

安
定
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

は
発
電
時
の
一
万
分
の
一
程
度
の
パ
ワ

ー
し
か
な
い
。

・
四
号
機
は
既
に
核
燃
料
の
取
り
出
し

が
完
了
。
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

・
一
号
機
か
ら
三
号
機
は
、
燃
料
取
り

出
し
に
向
け
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
内
部
調
査
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

・
廃
炉
に
は
三
〇
年
〜
四
〇
年
を
要
す

る
見
込
み
。

・
汚
染
水
対
策
と
し
て
は
多
核
種
除
去

設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
に
よ
る
浄
化
、
陸

側
遮
水
壁
や
地
表
の
舗
装
に
よ
る
新
た

な
汚
染
の
防
止
、
海
側
遮
水
壁
等
に
よ

る
汚
染
水
の
流
出
防
止
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

・
現
在
福
島
第
一
原
発
内
で
は
、
約
五

〇
〇
〇
人
の
作
業
員
が
従
事
し
て
い
る
。

・
構
内
に
大
型
休
憩
所
等
が
設
置
さ
れ

た
ほ
か
、
除
染
が
進
ん
だ
こ
と
で
構
内

の
九
五
％
で
防
護
服
で
な
く
一
般
作
業

服
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

労
働
環
境
も
大
き
く
改
善
し
た
。

・
し
か
し
、
周
辺
に
目
を
向
け
る
と
今

な
お
五
万
人
の
方
々
が
自
宅
に
戻
れ
な

い
で
い
る
。
一
日
も
早
い
廃
炉
に
向
け

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◇
福
島
第
一
原
発
敷
地
内
視
察
概
要

・
三
五
〇
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
内
を
バ

ス
で
視
察
。

・
被
ば
く
量
を
計
測
す
る
た
め
敷
地
内

で
は
参
加
者
全
員
が
線
量
計
を
身
に
つ

け
る
（
写
真
①
）。

・
各
所
に
放
射
線
測
定
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
る
（
写
真
②
）。

・
構
内
に
は
汚
染
水
を
保
管
す
る
巨

大
な
タ
ン
ク
が
無
数
に
設
置
さ
れ
て

い
る
（
写
真
③
）。

・
敷
地
内
に
は
計
四
台
の
多
核
種
除

去
設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
が
備
え
付
け

ら
れ
、
汚
染
水
の
浄
化
に
あ
た
っ
て

平
成
三
〇
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察
会

視察参加者

福島第一原発概要等説明

（写真①）線量計の説明

（写真②）放射線測定装置

（写真④）多核種除去装置－ALPS－ （写真③）汚染水を保管するタンク

（写真⑥）三号機建屋側面 （写真⑤）一号機建屋
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平
成
三
十
年
度
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
開
催

い
る
（
写
真
④
）。

・
一
号
機
建
屋
で
は
現
在
も
瓦
礫
の
撤

去
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
⑤
）。

・
三
号
機
は
瓦
礫
の
撤
去
が
終
わ
り
、

燃
料
取
り
出
し
の
準
備
が
進
む
が
、
建

屋
に
は
事
故

の
傷
跡
が
大

き
く
残
る

（
写
真
⑥
）。

◇
大
熊
町
視

察
概
要

・
今
な
お
一

部
地
域
へ
の

立
ち
入
り
に

は
許
可
証
の

提
示
が
求
め

ら
れ
る
。

・
帰
還
困
難
区
域
で
は
民
家
入
り
口
に

も
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
自
由
に
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
写
真
⑦
）。

・
壊
れ
た
店
舗
等
も
震
災
当
時
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
⑧
）。

「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
で
は
、
次
代
を
担
う
学

生
の
夢
の
実
現
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
大
学
や
受
入
先
で
あ
る

事
業
所
、
自
治
体
等
の
皆
様
に
ご
協
力

を
頂
戴
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

本
会
が
事
業
受
託
団
体
と
し
て
事
業
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
年
度
は
、
四
月
十
日
よ
り
シ
ス
テ

ム
を
再
稼
働
し
、
募
集
情
報
の
登
録
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
を
開
始
。
一
般
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
及
び

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説

明
会
・
個
別
相
談
会
を
大
学
関
係
者
、

企
業
関
係
者
合
同
で
四
月
十
一
日
㈬
一

四
時
よ
り
、
会
場
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
一
室
で
行

な
っ
た
。
参
加
人
数
は
五
十
七
名
。

当
日
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会
で
は
、

は
じ
め
に
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業

人
材
育
成
課
委
託
訓
練
・
連
携
推
進
担

当

主
幹

中
山
成
氏
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、「
売
り
手
市
場
と
い
っ
て
も

社
会
、
企
業
と
接
点
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。
一
年
生
の
早
い
段
階
か
ら
（
学
生

を
社
会
に
）
出
し
て
ほ
し
い
」、
ま
た
、

「
平
成
二
十
八
年
か
ら
始
め
た
課
題
解

決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
拡
大
傾
向

に
あ
る
。
短
期
の
一
般
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
長
期
型
の
課
題
解
決
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
順
調
に
マ
ッ
チ
ン
グ

数
が
増
え
て
い
る
の
で
今
後
も
協
力
し

て
ほ
し
い
」
と
企
業
と
大
学
に
伝
え
た
。

本
会
常
務
理
事
の
廣
澤
か
ら
は
、
埼

玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
概
要
、

実
績
等
の
説
明
を
兼
ね
た
挨
拶
を
行
っ

た
。次

に
シ
ス
テ
ム
の
説
明
に
移
り
、
ま

ず
、
廣
澤
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
「
埼

玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」

並
び
に
昨
年
度
の
実
施
状
況
、
シ
ス
テ

ム
改
善
点
の
概
要
、
高
等
学
校
・
特
別

支
援
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
行

な
わ
れ
た
。

（
説
明
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

・
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

企
業
・
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
す
る
手
間
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
。

随
時
、
企
業
か
ら
も
学
生
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

企
業
に
は
通
年
で
計
画
し
て
い
た
だ
き
、

是
非
、
募
集
情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
九
割
程
度
の
満
足
度
を
学
生
、
大

学
、
企
業
か
ら
得
て
お
り
、
使
い
勝
手

の
良
い
シ
ス
テ
ム
と
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
応
募
し
た
学
生
と
企
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
は
七
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

・
平
成
三
十
年
度
の
シ
ス
テ
ム
改
善
点

と
し
て
は
、
ワ
ン
デ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
増
加
を
踏
ま
え
て
実
習
日
数
区

分
に
「
一
日
」、「
一
週
間
未
満
」
を
設

け
、
選
択
項
目
と
し
て
追
加
し
た
。

・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
も
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
、
企

業
に
登
録
拡
大
の
協
力
を
求
め
た
。

説
明
会
後
半
で
は
、
課
題
解
決
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
を
埼
玉
大
学

統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ

ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久
氏
と
埼
玉

大
学

基
盤
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

教

授

石
阪
督
規
氏
が
行
っ
た
。

（
説
明
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

インターンシップサイトのトップページ

説明会の様子
本会常務理事
廣澤 健一

埼玉県産業労働部産業人材育成課
委託訓練・連携推進担当
主幹 中山 成氏

埼玉大学基盤教育研究
センター 教授
石阪 督規氏

埼玉大学統合キャリアセンター
SU スーパーバイザー

宮田 信久氏

（写真⑧）震災で壊れた店舗

（写真⑦）帰還困難区域内の民家
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平
成
三
〇
年
度
労
働
法
実
務
講
座
開
催

・
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
課

題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
平

成
二
十
九
年
度
は
埼
玉
大
学
・
共
栄
大

学
・
武
蔵
丘
短
期
大
学
・
早
稲
田
大
学

の
四
大
学
で
実
施
し
、
合
計
二
十
三
名

の
学
生
が
参
加
し
た
。

・
課
題
解
決
型
は
、
課
題
内
容
の
打
合

せ
や
日
程
調
整
、
選
考
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
た
め
、
大
学
が
完
全
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

・
短
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
異
な

り
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
学
生
は
自
己
成
長
と
か
自
分
の
専

攻
や
興
味
と
い
っ
た
観
点
か
ら
取
組
ん

で
お
り
、
大
学
で
は
教
え
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
の
機
会
で
あ
り
教
育
的
効
果

は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

・
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
充
実
し
た

も
の
に
す
る
に
は
、
企
業
が
提
示
す
る

課
題
内
容
を
学
生
が
実
習
期
間
中
に
完

了
で
き
る
も
の
に
す
る
と
、
学
生
の
達

成
感
も
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

・
実
習
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
企
業
サ
イ
ド

は
教
え
る
側
の
社
員
の
成
長
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、

更
に
は
産
学
官
連
携
へ
の
参
画
意
識
。

学
生
サ
イ
ド
は
、
チ
ー
ム
で
働
く
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
目
上
の
人

に
話
す
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
向

上
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス
は

文
部
科
学
省
直
轄

大
学
共
同
利
用
機

関
法
人

国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｉ
）
が
開
発
・
保
守
を
行
な
っ
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｎ

ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
（
ネ
ッ
ト
コ
モ

ン
ズ
）
で
開
発
さ
れ
、
同
研
究
所
に
よ

る
継
続
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質
が
担
保
さ
れ
て

い
る
の
で
安
全
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
登
録
は
当
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
、
一
度
登
録
す
れ
ば
、
継
続

使
用
で
き
る
の
で
、
是
非
、
会
員
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
シ
ス
テ
ム

を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以
下
の
通
り
。

https://www.saitama-internship.jp/

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
の
担
当

者
や
現
場
管
理
・
監
督
者
を
対
象
に
労

務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務
知
識

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

を
目
的
に
労
働
法
実
務
講
座
を
四
講
に

わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
過
去
の
判
例
や
実
務
上
の

取
扱
い
等
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
る
と
と

も
に
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」・「
時

間
外
の
上
限
規
制
」
等
を
内
容
と
す
る

働
き
方
改
革
法
案
に
つ
い
て
も
適
宜
説

明
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
実
践
的
な
内
容

の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

各
講
の
開
催
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。

第
一
講

「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時
間

外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律
実
務
」

四
月
六
日
㈮
の
労
働
法
実
務
講
座
の

第
一
講
は
、
外
井
法
律
事
務
所

外
井

浩
志
弁
護
士
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時
間

外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律
実
務
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
四

九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
ま
ず
、
雇
用
関
係
に
お
い

て
使
用
者
が
負
う
義
務
で
あ
る
安
全
配

慮
義
務
や
職
場
環
境
配
慮
義
務
、
労
働

者
が
負
う
義
務
で
あ
る
労
働
義
務
や
忠

実
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
兼
業
の
禁

止
、
協
力
義
務
な
ど
、
職
場
生
活
上
の

基
礎
的
な
法
律
関
係
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
作
業
準
備
・
後
始
末
時
間

が
労
働
時
間
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、

外
勤
・
セ
ー
ル
ス
・
出
張
時
や
裁
量
労

働
制
な
ど
に
お
け
る
「
み
な
し
労
働
時

間
」
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
混
同
さ
れ
が
ち
な
、
休
暇
と

休
日
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
は

適
宜
図
示
な
ど
も
用
い
な
が
ら
説
明
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
時
間
外
や
休
日
労
働

に
関
す
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
講

「
人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律
実

務
、懲
戒
処
分
、セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
」

四
月
十
一
日
㈬
の
労
働
法
実
務
講
座

の
第
二
講
は
第
一
講
に
引
き
続
き
、
外

井
法
律
事
務
所

外
井

浩
志
弁
護
士

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
人
事
異

動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律
実
務
、
懲
戒

処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
六
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
ま
ず
、
企
業
内
の
人
事
異

動
の
際
に
考
慮
す
べ
き
事
項
、
特
に
育

児
・
介
護
労
働
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
間

の
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
出
向
、
転
籍
、

労
働
者
派
遣
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
構
成

の
違
い
や
、
一
方
的
に
異
動
を
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
懲
戒
処
分
を
行
う
場
合
の

要
件
や
種
類
、
減
給
処
分
を
行
う
場
合

の
法
律
上
の
制
限
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る
法

律
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
類

型
や
要
件
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
の
た
め
に
会
社
に
求
め
ら
れ
る
対

応
や
、
実
際
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
リ
ス

ク
も
摘
示
し
な
が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
義
の
最
後
で
は
、
働
き
方
改
革
で

求
め
ら
れ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
経

緯
も
踏
ま
え
な
が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

労働法実務講座

第4講
講師 伊藤 和樹弁護士

第1講・第2講・第3講
講師 外井 浩志弁護士
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平
成
三
〇
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
開
催

第
三
講

「
退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の
法
律

実
務
、
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」

四
月
十
九
日
㈭
の
労
働
法
実
務
講
座

の
第
三
講
は
第
一
講
・
二
講
に
引
き
続

き
、
外
井
法
律
事
務
所

外
井

浩
志

弁
護
士
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
退

職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の
法
律
実
務
、

労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
四
一
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
ま
ず
、
任
意
退
職
な
ど
各

種
退
職
の
種
類
や
要
件
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
無
断
退
職

の
有
効
性
、
行
方
不
明
者
に
対
す
る
取

扱
い
、
退
職
願
の
撤
回
が
認
め
ら
れ
る

か
、
定
年
制
と
高
齢
者
雇
用
安
定
法
で

求
め
ら
れ
る
措
置
の
内
容
な
ど
、
退
職

を
め
ぐ
る
個
別
の
法
律
問
題
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
懲
戒
解
雇
な
ど
各
種
解
雇

の
種
類
や
要
件
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
期
間
契
約
の
更
新
拒
否
や
本
採
用

拒
否
、
採
用
内
定
取
消
な
ど
、
解
雇
に

準
じ
た
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
法
律
関
係

等
に
つ
い
て
も
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
、

特
に
解
雇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行
う

正
当
な
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
証
明
で

き
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
休
職
に
関
す
る
法
律
関
係
に

つ
い
て
は
、
要
件
や
期
間
、
休
職
中
の

職
員
に
対
す
る
会
社
の
対
応
、
復
職
の

判
断
、
復
職
で
き
な
い
場
合
の
対
処
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
の
最
後
で
は
、
労
働
法
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
マ
タ
ハ
ラ
防
止
義

務
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
講

「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時
間

外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律
実
務
」

四
月
二
六
日
㈭
の
労
働
法
実
務
講
座

の
第
四
講
は
、
外
井
法
律
事
務
所

伊

藤

和
樹
弁
護
士
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労
働

者
、
派
遣
労
働
者
の
管
理
と
法
律
実
務
、

就
業
規
則
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
三
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
ま
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
定
義
や
、
雇
用
す
る
上

で
法
律
上
求
め
ら
れ
る
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
有
期
労
働
者
を
め
ぐ
る
法
律

関
係
に
つ
い
て
、
有
期
労
働
者
の
定
義

や
期
間
の
定
め
、
期
間
中
の
解
約
や
雇

止
め
の
可
否
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ

と
に
よ
る
不
合
理
な
差
別
の
禁
止
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
有
期
労

働
者
の
無
期
転
換
権
に
つ
い
て
も
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
有
期
労
働

者
の
無
期
転
換
権
と
の
関
係
で
問
題
に

な
る
雇
止
め
に
つ
い
て
は
、
判
例
法
理

や
実
務
の
傾
向
、
裁
判
に
な
っ
た
場
合

の
法
律
上
の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
た
詳
し

い
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
派
遣
労
働
者
特
有
の
問
題

と
し
て
、
安
全
配
慮
義
務
は
派
遣
元
と

派
遣
先
の
ど
ち
ら
が
負
う
の
か
、
パ
ワ

ハ
ラ
等
が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在

は
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
、
団
体
交
渉
す

る
相
手
方
は
ど
ち
ら
か
等
、
書
籍
で
は

あ
ま
り
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
も

の
の
、
実
務
上
問
題
と
な
る
点
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
就
業
規
則
に
関
し
て
は
法
律

上
求
め
ら
れ
る
記
載
事
項
や
そ
の
効
力
、

就
業
規
則
を
更
新
し
な
い
こ
と
に
伴
う

リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。講

義
の
最
後
で
は
、
近
時
、
世
の
中

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
副
業
に

つ
い
て
、
労
働
時
間
を
ど
の
よ
う
に
算

出
し
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
安
全
配
慮
義

務
は
本
業
先
と
副
業
先
の
ど
ち
ら
が
負

う
の
か
等
に
関
し
て
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
義
終
了
後
は
、
無
期
転
換
権
や
副

業
の
取
り
扱
い
な
ど
に
関
す
る
質
問
が

数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
人
間
の
身
体
で
言
え
ば
血
液

の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、

情
報
の
伝
達
や
意
思
の
疎
通
が
十
分
行

わ
れ
な
く
な
り
、
組
織
は
機
能
不
全
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
踏
ま
え
、
平
成
三
〇
年
度
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
新
設
い

た
し
ま
し
た
。

各
講
の
開
催
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。

第
一
講
「
伝
え
た
い
こ
と
を
『
ハ
ッ
キ

リ
』、『
正
確
に
』、『
良
い
印
象
を
持
っ

て
』
伝
え
る
社
員
を
育
成
す
る
」

四
月
二
四
日
㈫
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
修
の
第
一
講
は
、
㈱
ボ
イ
ス
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締

役

佐
藤

恵
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、
入
社
後
五
年
ま
で
の
若
手
社
員

を
対
象
に
「
伝
え
た
い
こ
と
を
『
ハ
ッ

キ
リ
』、『
正
確
に
』、『
良
い
印
象
を
持

っ
て
』
伝
え
る
社
員
を
育
成
す
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
七

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
若
手
職
員
に
求
め
ら
れ
る

三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

「
報
・
連
・
相
」
を
通
じ
て
、
相
手
に

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
「
ハ
ッ
キ
リ
、

正
確
に
、
良
い
印
象
で
伝
え
る
」
た
め

に
ど
の
よ
う
な
点
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受講者からは積極的に質問が出された

講義をする佐藤 恵氏グループワークでは活発に意見が交わされた

―14―



組
織
風
土
改
善
に
よ
る
経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

〜
組
織
風
土
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
で
業
務
改
善

の
た
め
の
課
題
を
明
確
に
し
、
経
営
を
強
化
す
る
改

善
方
針
を
導
き
、
実
行
す
る
〜

ま
た
、
学
校
教
育
で
は
な
か
な
か
教

え
て
も
ら
え
な
い
、
話
法
や
発
声
方
法

等
に
つ
い
て
の
演
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
の

具
体
的
な
事
例
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
や
、
グ
ル
ー
プ
で
の
討
論
を
行
う

な
ど
、
業
務
に
即
活
用
で
き
る
実
践
的

な
内
容
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
講
「
部
下
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

体
得
す
る
」

五
月
二
三
日
㈬
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
修
の
第
二
講
も
、
第
一
講
に
引

き
続
き
、
㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締
役

佐
藤

恵

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
入
社
後

十
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
中
堅
社
員
を
対

象
に
「
部
下
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体

得
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
二
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
管
理
職
の
方
が
日
頃
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
す
る
中
で
悩
み
の
多
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
、

中
間
管
理
職
と
し
て
の
目
標
達
成
及
び

部
下
育
成
の
た
め
果
た
す
べ
き
役
割
を

全
う
し
、
部
下
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
各
自
の
会
社
で
の

位
置
づ
け
や
、
部
下
育
成
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
今
ど

き
の
若
者
世
代
が
何
を
求
め
、
何
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
か
な
ど
も
踏
ま
え
な

が
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
部
下
を
動
か
す
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、

褒
め
る
、
聴
く
、
訊
く
、
叱
る
な
ど
の

個
別
の
局
面
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
本
音
で
会
話

で
き
る
土
壌
を
作
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
の
随
所
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
の
具
体
的
な
や
り
取
り
を
想
定
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
参
加
者
間
の
意

見
交
換
の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
な

ど
、
よ
り
実
践
を
意
識
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

第
三
講
「
経
営
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る

武
器
と
な
る
『
発
信
力
』
を
磨
く
」

六
月
二
〇
日
㈬
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
修
の
第
三
講
も
、
第
一
講
・
第

二
講
に
引
き
続
き
、
㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

経
営
者
、
役
員
を
主
対
象
に
「
経
営
ト

ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
武
器
と
な
る
『
発

信
力
』
を
磨
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

で
開
催
し
、
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
会
社
を
代
表
し
て
自
社
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
ま
た

組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
求
心
力
を
高
め

る
た
め
に
、
企
業
の
業
績
に
直
結
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
声
の
チ
カ
ラ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
通
じ
て
、
経
営
ト
ッ

プ
に
求
め
ら
れ
る
武
器
と
な
る
「
発
信

力
」
を
磨
く
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
経
営
ト
ッ
プ
の
「
発
信
力
」

は
企
業
の
成
長
に
大
き
く
影
響
を
与
え

る
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
現
在
、

発
信
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」
と
い
う
手
法
が
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」
は
、
企

業
ト
ッ
プ
が
組
織
全
体
の
士
気
を
あ
げ

た
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
り
、
自
分

自
身
や
企
業
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
伝
え
た
い
こ
と
を
「
ス
ト

ー
リ
ー
」
と
し
て
語
り
か
け
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
、
聴
き
手
の
感
情
に
直
接

訴
え
か
け
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

後
半
で
は
、
相
手
に
伝
え
る
た
め
に

は
、
話
す
と
き
の
姿
勢
や
目
線
な
ど
の

視
覚
情
報
や
、
話
し
方
な
ど
の
聴
覚
情

報
も
重
要
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
話
し
方
に
つ
い
て
は
、
通
り
の
良

い
安
定
感
の
あ
る
声
を
出
す
た
め
の
呼

吸
の
仕
方
、
聞
く
人
を
引
き
付
け
る
ト

ー
ン
の
付
け
方
や
間
の
取
り
方
に
つ
い

て
、
講
師
の
実
演
も
交
え
て
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
業
に
働
く
人
々
が
い
き
い
き
と
し

た
毎
日
を
実
現
し
、
組
織
全
体
が
活
力

に
溢
れ
て
い
る
―
そ
ん
な
状
態
が
私
た

ち
の
会
社
に
実
現
で
き
た
ら
、
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
は
、

こ
う
し
た
活
力
に
溢
れ
る
企
業
風
土
を

構
築
し
、
さ
ら
に
自
社
の
経
営
力
強
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

五
月
十
五
日
㈫
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
多
数
の
組
織
風
土
改
善
実
績
を

有
す
る
株
式
会
社

高
崎
総
合
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

部

シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

萩
原

義
昭
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
組

織
風
土
改
善
に
よ
る
経
営
力
強
化
セ
ミ

ナ
ー
〜
組
織
風
土
を
的
確
に
と
ら
え
る

こ
と
で
業
務
改
善
の
た
め
の
課
題
を
明

確
に
し
、
経
営
を
強
化
す
る
改
善
方
針

を
導
き
、
実
行
す
る
〜
」
と
題
し
て
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
五
名
が
参
加
た
し
ま
し

た
。当

日
は
、
経
営
力
強
化
に
お
け
る
組

織
風
土
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
企
業
文
化
の
好
ま

し
さ
を
判
定
す
る
「
組
織
風
土
診
断
」

の
実
体
験
や
分
析
、
他
社
の
改
善
事
例

紹
介
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
完
成
度
が
高
く
、
好
ま
し
い
企
業
体

質
と
は
、
正
し
い
経
営
戦
略
が
具
体
化

さ
れ
、
こ
れ
を
実
行
に
移
せ
る
よ
う
な

「
企
業
文
化
」
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
こ
の
「
企
業
文
化
」
が
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
定
量
的
に

分
析
す
る
の
が
「
組
織
風
土
診
断
」。

・
診
断
は
一
定
数
の
社
員
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
（
三
〇
分
、
六
〇
問
）、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
結
果
を
分
析
し
、

課
題
や
改
善
点
を
企
業
へ
報
告
す
る
と

い
う
方
式
で
行
う
。

・
診
断
結
果
は
、
①
現
状
改
善
の
必
要

性
、
②
共
有
目
的
、
③
信
頼
関
係
、
④

献
身
性
、
⑤
目
的
達
成
意
欲
の
五
つ
の

要
素
を
中
心
に
分
析
す
る
。

・
加
え
て
、
組
織
全
体
と
し
て
ど
う
か
、

自
分
の
仕
事
と
し
て
ど
う
か
、
商
品
力
、

営
業
力
は
ど
う
か
等
の
十
二
の
観
点
か

ら
も
併
せ
て
分
析
す
る
。

・
診
断
で
全
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
企
業
の
現
状
を
把
握
し
、

対
策
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
。

講演する萩原 義昭氏
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平
成
三
〇
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

講
演「
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革
の
進
め
方
」、

事
例
紹
介
「
Ａ
Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｖ
Ｒ
な
ど
最
新
技
術

を
活
用
し
た
実
用
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」
を
実
施

ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
成
功
法
則
の
『
見
え
る
化
』・『
で
き
る
化
』
に
よ
る

経
営
改
革
」
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
ク
は
大
幅
に
効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、「
書
類
を
見
な
が
ら
業
務
シ

ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
入
力
」「
ウ
ェ
ブ
の

画
面
か
ら
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
て
エ
ク

セ
ル
に
ペ
ー
ス
ト
」
な
ど
、
人
手
を
介

す
る
作
業
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
化
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
か
か

り
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
作
業
が
山
積

み
と
い
う
職
場
が
依
然
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
で
の
単
純
な

入
力
作
業
の
自
動
化
を
可
能
に
す
る
の

が
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
で
す
。

注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
、
二
〇
一
六
年

で
す
が
、
先
ん
じ
て
導
入
し
た
企
業
は

既
に
成
果
を
出
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
進
展
を
踏
ま
え
、

五
月
十
八
日
㈮
の
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

新
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
室
長

小
島

昇
氏
に
よ
る
講

演
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革

の
進
め
方
」、
及
び
、
同
社

取
締
役

専
務
執
行
役
員

事
業
推
進
本
部
長

藤
倉

広
幸
氏
に
よ
る
事
例
紹
介
「
Ａ

Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｖ
Ｒ
な
ど
最
新
技
術
を

活
用
し
た
実
用
的
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
二
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
定
型
的
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
の
仮
想
ロ
ボ
ッ

ト
に
代
行
さ
せ
て
自
動
化
を
図
る
技
術
。

・
導
入
例
と
し
て
は
、
注
文
デ
ー
タ
の

シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
や
伝
票
の
作
成
、

デ
ー
タ
の
集
計
の
自
動
化
な
ど
。

・
二
〇
一
六
年
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
売
上
は
前
年
比
四
倍
。
以
降
も
前

年
比
二
倍
程
度
で
推
移
す
る
見
込
み
。

・
背
景
に
は
人
手
不
足
や
人
件
費
の
上

昇
等
の
事
情
が
あ
る
。

・
活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
始
め
な
い

と
、
既
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
す
る
他
社
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
な
く
な
る
。

・
働
き
方
改
革
と
の
関
係
で
は
、
労
働

生
産
性
の
向
上
、
長
時
間
労
働
の
改
善

等
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
者
に
も
一
定
の
技
術

が
必
要
に
な
る
。
導
入
初
期
は
ベ
ン
ダ

ー
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
の
活
用
を
検
討
。

◇
事
例
紹
介
の
概
要

・
現
在
は
第
三
次
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
。
Ａ
Ｉ

ス
ピ
ー
カ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
家
電
な
ど
身

近
に
も
な
っ
て
き
た
。

・
Ａ
Ｉ
分
野
の
実
用
的
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
対
話
型
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
の
実
用
的
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
は
、
作
業
員
の
バ
イ
タ
ル
情
報

や
位
置
情
報
等
、
安
全
管
理
に
必
要
な

情
報
が
把
握
で
き
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端

末
な
ど
が
あ
る
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
の
架
空
の
空
間

を
疑
似
体
験
で
き
る
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
の
ほ
か
、
現
実
世
界
に
な
い
も
の

を
あ
た
か
も
そ
こ
に
存
在
す
る
か
の
よ

う
に
見
せ
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
等
の

技
術
が
発
展
し
て
い
る
。

・
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
分
野
の
実
用
的
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
通
信
販
売
で
、
ス
マ
ホ

で
映
し
た
現
実
の
風
景
や
人
物
に
、
家

具
や
洋
服
等
の
商
品
を
実
サ
イ
ズ
で
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
な

ど
が
あ
る
。

「
経
営
者
」
や
「
優
秀
な
社
員
（
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
）」
の
持
つ
知
識
・

知
恵
・
経
験
・
秘
訣
等
を「
見
え
る
化
」

し
、「
企
業
固
有
の
成
功
法
則
」
と
し

て
知
的
資
産
化
し
、
関
係
者
で
共
有
・

活
用
し
て
「
で
き
る
化
」
で
き
れ
ば
、

企
業
の
発
展
・
持
続
性
を
実
現
す
る
う

え
で
大
き
な
武
器
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
見
え
る
化
」「
で
き
る

化
」
を
独
自
の
技
術
に
よ
り
実
現
す
る

の
が
「
ナ
レ
ッ
ジ
（
知
恵
・
秘
訣
）
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

五
月
二
一
日
㈪
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ナ

レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一

人
者
で
あ
る
株
式
会
社
資
産
工
学
研
究

所
代
表
取
締
役

坂
本

善
博
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
成
功
法
則
の

『
見
え
る
化
』『
で
き
る
化
』
に
よ
る

経
営
改
革
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

事例紹介を行う藤倉 広幸氏 講演を行う小島 昇氏

第一回特別セミナー

模造紙と付箋紙を使ったナレッジファシリテーションの実演

講演する坂本 善博氏
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平
成
三
〇
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第
五
弾
�「
戦
国

武
将
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
学
ぶ
！
」
と
題
し
て
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本
郷

和
人
氏
が
講
演

平
成
三
〇
年
度
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
「
見
え
る
化
」「
で
き
る
化
」

の
持
つ
意
義
や
適
用
分
野
等
に
つ
い
て
、

事
例
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
説
明
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
受
講
者
も
参
加
し
て
の

実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
、
受
講
者
か
ら
は
社
内
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
承
継
に
も
活
用
し
て
み
た
い
等
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・「
営
業
は
商
品
を
売
る
前
に
自
分
を

売
れ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、「
自

分
の
売
込
み
方
」
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し

て
い
る
会
社
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
一
方
、
優
秀
な
営
業
社
員
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
優
れ
た
手
法
や

成
功
事
例
を
持
っ
て
い
る
（
暗
黙
知
）。

・
こ
の
「
暗
黙
知
」
を
「
見
え
る
化
」

し
、
社
内
で
共
有
・
活
用
す
る
。

・
能
力
向
上
は
、
理
解
し
、
実
践
し
、

体
得
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。

・
例
え
ば
、
優
秀
な
社
員
の
暗
黙
知
を

具
体
化
し
た
「
営
業
ナ
レ
ッ
ジ
ブ
ッ

ク
」
の
よ
う
な
資
料
が
あ
れ
ば
理
解
か

ら
体
得
ま
で
の
時
間
を
大
幅
に
削
減
で

き
る
。

・
ナ
レ
ッ
ジ
抽
出
は
、
一
〜
二
日
程
度

模
造
紙
と
付
箋
紙
を
用
い
た
社
員
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
行
う
。

・
社
員
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
同
時
に

内
容
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
で
き
る
。

・
二
〇
〇
業
種
三
〇
〇
社
以
上
で
実
施

し
た
実
績
あ
り
。

・
優
秀
な
社
員
か
ら
の
ナ
レ
ッ
ジ
抽
出

以
外
に
も
、
経
営
者
が
引
退
す
る
際
の

事
業
承
継
の
た
め
の
ナ
レ
ッ
ジ
抽
出
の

ニ
ー
ズ
も
多
い
。

・
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
代

替
が
進
む
が
、仕
事
の
知
恵
や
秘
訣（
ナ

レ
ッ
ジ
）
を
Ａ
Ｉ
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
。

・
人
間
に
し
か
で
き
な
い
能
力
を
研
鑽

す
る
た
め
に
も
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

現
代
社
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
新
技
術
が
急
速
に
進

展
・
普
及
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
、
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
経
済

を
駆
動
す
る
、
い
わ
ゆ
る
�
デ
ジ
タ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
�
の
時
代
が
到
来
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
が
常
態
化
し
た

時
代
に
、
企
業
を
維
持
・
成
長
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は

論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

一
方
、群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
も�
変

化
の
激
し
さ
�
と
い
う
点
で
は
、
現
代

社
会
に
比
肩
す
る
時
代
と
い
え
ま
す
。

戦
国
武
将
は
自
分
の
領
地
・
領
民
の
維

持
拡
大
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
決

断
を
し
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
た
の
か
、
現
在
の
企
業
経

営
に
と
っ
て
も
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
月
十
一
日
㈪
の
平
成
三
〇
年
度
第

一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
戦
国
武
将

シ
リ
ー
ズ
第
五
弾
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番

組
に
も
度
々
出
演
さ
れ
、
過
去
四
回
の

講
演
で
も
多
く
の
参
加
者
か
ら
好
評
を

博
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教
授

本
郷

和
人
氏
に
五
度
目
の
ご
登
壇
を

い
た
だ
き
、「
戦
国
武
将
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
三
四
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
目
前
、

天
下
人
た
ら
ん
と
す
る
徳
川
家
康
と
の

間
で
困
難
な
決
断
を
迫
ら
れ
た
二
人
の

戦
国
武
将
「
前
田
利
長
」
と
「
上
杉
景

勝
」
に
つ
い
て
、
時
代
の
背
景
や
そ
の

二
人
を
取
り
巻
く
人
間
模
様
等
も
含
め
、

じ
っ
く
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

徳
川
家
康
か
ら
理
不
尽
に
も
敵
対
か

恭
順
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
二
人
の
決

断
は
対
照
的
で
し
た
。
前
田
利
長
は
、

屈
辱
に
耐
え
な
が
ら
家
康
に
頭
を
下
げ
、

自
ら
は
退
陣
し
な
が
ら
も
加
賀
一
〇
〇

万
石
を
守
り
通
し
ま
す
。
対
し
て
、
義

を
重
ん
じ
る
上
杉
景
勝
は
理
不
尽
に
屈

せ
ず
敵
対
す
る
こ
と
を
選
び
ま
す
が
、

そ
の
結
果
、
上
杉
家
の
一
二
〇
万
石
の

石
高
は
最
小
で
一
五
万
石
ま
で
減
ら
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
選
択
が
正
し
か
っ
た
の
か
、

そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
り

ま
す
が
、
二
人
の
戦
国
武
将
の
決
断
は

数
百
年
経
っ
た
現
代
に
も
通
じ
る
部
分

が
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。

第
一
講
「
等
級
制
度
・
報
酬
制
度
の
実

践
的
構
築
法
」

人
事
制
度
の
専
門
家
・
研
究
者
と
し

て
ご
活
躍
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式

会
社

常
務
取
締
役
チ
ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ

ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿

氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
人
事
制
度

セ
ミ
ナ
ー
」
第
一
講
「
等
級
制
度
・
報

酬
制
度
の
実
践
的
構
築
法
」
を
五
月
二

八
日
㈪
に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

て
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け

た
法
改
正
を
契
機
と
し
て
、
賃
金
制
度

全
体
の
抜
本
的
な
見
直
し
等
を
検
討
す

る
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
「
人

を
育
て
企
業
の
成
長
を
加
速
さ
せ
る
人

事
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
事
制
度
の

三
点
セ
ッ
ト
（
等
級
制
度
、
報
酬
制
度
、

講演を行う本郷 和人氏

第1回トップセミナー

講義を行う吉田 寿氏
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明
日
か
ら
経
理
が
で
き
る
経
理
入
門
セ
ミ
ナ
ー

「
基
礎
を
学
ぶ
！

〜
経
理
の
知
識
・
流
れ
・
ル
ー
ル
〜
」
を
開
催

評
価
制
度
）
に
つ
い
て
、
実
際
に
導
入

し
て
い
る
会
社
の
事
例
を
参
考
に
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
、第
一
講
は「
等

級
制
度
、
報
酬
制
度
」、
第
二
講
は「
評

価
制
度
」、
第
三
講
は「
評
価
者
研
修
」

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
講
演
概
要

・
人
事
制
度
は
透
明
性
、
公
正
性
、
納

得
性
の
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

・
会
社
を
発
展
さ
せ
る
人
事
制
度
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
人
事
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

戦
略
を
立
て
た
上
で
、
等
級
制
度
・
報

酬
制
度
・
評
価
制
度
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
人
事
制
度
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、

現
状
分
析
を
行
い
、
新
制
度
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、
提
示
す
る
。

・
等
級
制
度
は
、
自
社
の
職
務
特
性
や

機
能
分
担
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
、
職
務

等
級
、
役
割
等
級
、
職
能
資
格
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

・
報
酬
制
度
は
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
方
向
性
を
検
討
す
る
。
基
本

給
、
諸
手
当
、
昇
降
給
、
賞
与
な
ど
に

つ
い
て
、
体
系
を
整
理
し
設
計
す
る
。

第
二
講「
評
価
制
度
の
実
践
的
構
築
法
」

社
員
の
働
き
ぶ
り
を
正
当
に
評
価
す

る
た
め
の
評
価
制
度
の
検
討
に
際
し
て

は
、
自
社
の
将
来
像
と
こ
れ
か
ら
の
経

営
戦
略
か
ら
「
求
め
る
人
材
像
」
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

六
月
十
四
日
㈭
の
平
成
三
〇
年
度

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講
は
、「
評

価
制
度
の
実
践
的
構
築
法
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社

常
務
取
締
役
チ
ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
オ

フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿

氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
十
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

◇
講
演
概
要

・
評
価
制
度
は
報
酬
や
人
材
配
置
を
決

定
す
る
目
的
が
あ
る
が
、
中
長
期
的
に

は
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
社
員
が
自

身
の
強
み
や
弱
み
を
認
識
し
、
発
展
・

成
長
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

・
今
ま
で
は
会
社
基
点
の
評
価
制
度
が

多
か
っ
た
が
、
今
は
社
員
基
点
の
評
価

制
度
が
増
え
て
い
る
。

・
社
員
本
人
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
と

い
う
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
こ
と
で

現
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
運
用
さ
れ
や

す
く
な
る
。

・
評
価
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
会

社
の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
課
題
を
確

認
し
、「
求
め
る
人
材
像
」
を
明
確
に

し
、
評
価
要
素
・
基
準
等
を
検
討
す
る
。

・
評
価
の
透
明
性
、
納
得
性
を
高
め
る

た
め
、
目
標
調
整
会
議
を
実
施
し
、
目

標
レ
ベ
ル
の
バ
ラ
つ
き
等
を
是
正
す
る
。

・
一
人
ひ
と
り
が
組
織
と
個
人
に
と
っ

て
価
値
あ
る
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

業
績
向
上
、
人
材
育
成
、
社
員
個
人
の

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
実
現
と
な
る
。

・
目
標
の
達
成
基
準
を
明
確
化
し
、
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
ス
マ
ー
ト
）
の
法
則
の
観

点
か
ら
目
標
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
法
則
で
は
、
設
定
し

た
目
標
が
、
具
体
的
か
、
計
測
可
能
か
、

達
成
可
能
か
、
業
務
と
関
連
性
が
あ
る

か
、
達
成
期
限
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

か
、
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

企
業
経
営
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
企
業
活
動
に
伴
う
お
金
の

流
れ
を
管
理
す
る
「
経
理
業
務
」
で
す
。

経
理
な
く
し
て
正
し
い
経
営
判
断
は
不

可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

く
、
経
理
業
務
は
企
業
の
要
で
す
。

六
月
六
日
㈬
の
経
理
入
門
セ
ミ
ナ
ー

は
、
有
限
会
社
マ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
代

表
取
締
役

林

忠
史
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
基
礎
を
学
ぶ
！

〜

経
理
の
知
識
・
流
れ
・
ル
ー
ル
〜
」
と

題
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階

9
0
6
会
議
室
に
て
開
催
し
、
二
二
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
氏
か
ら
は
、
経
営
管
理
全
体
に
お

け
る
経
理
事
務
の
位
置
付
け
、
経
理
事

務
の
サ
イ
ク
ル
や
全
般
的
な
ル
ー
ル
、

原
始
記
録
の
整
理
及
び
保
管
、
企
業
が

備
え
る
べ
き
帳
簿
の
種
類
か
ら
簿
記
の

仕
組
み
、
仕
分
け
、
決
算
書
作
成
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
々
の
経
理
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
、
納
税
資
金
の
準
備
や
小
切
手
の

扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
別
途
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

経
理
の
基
礎
を
学
び
た
い
新
人
の
経

理
担
当
者
を
は
じ
め
、
も
う
一
度
経
理

の
知
識
や
ル
ー
ル
を
確
認
し
た
い
方
な

ど
、
幅
広
い
方
々
に
参
考
と
し
て
い
た

だ
け
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

積極的に質問が出された 人事制度セミナー

経理入門セミナー

講演を行う林 忠史氏
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平
成
三
〇
年
度
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

「
日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
事
業
展
開
に
伴
う
ヒ
ト
と
組

織
の
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
開
催

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関

す
る
説
明
会
が
、
平
成
三
〇
年
四
月
一

八
日
㈬
、
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、三
九
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
産
業
労
働
部
副
部
長

石

川

英
寛
氏
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
社
会
へ

の
シ
フ
ト
」「
変
化
に
向
き
合
う
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
」「
先

端
産
業
・
次
世
代
産
業
の
振
興
」「
産

業
集
積
の
推
進
」「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
振
興
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
県

内
産
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ

た
あ
と
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
産
業
の
高

度
化
支
援
を
始
め
と
し
た
各
種
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ク
ア
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
に
地
下
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、「
埼
玉

県
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

主
な
成
果
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局

長

新
里

英
男
氏
よ
り
、「
中
小
企

業
向
け
制
度
融
資
」「
魅
力
あ
る
観
光

の
推
進
」「
就
業
支
援
と
働
き
方
改
革

の
推
進
」「『
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
推
進
」「『
埼
玉
版
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の
推
進
」

「
障
害
者
の
就
業
支
援
」「
産
業
人
材

の
確
保
・
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
背
景
と
し
た

外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
誘
致
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
県
の

雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
シ
ニ
ア

の
就
業
支
援
や
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
推

進
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成

等
、
雇
用
労
働
分
野
に
お
け
る
主
要
施

策
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

日
系
企
業
各
社
の
海
外
展
開
加
速
に

伴
い
、
そ
の
要
員
の
獲
得
競
争
は
激
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
海
外
事

業
の
即
戦
力
要
員
は
需
給
が
逼
迫
し
て

お
り
、
よ
ほ
ど
計
画
性
と
先
見
性
を
も

っ
て
、採
用
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば「
欲

し
い
時
に
欲
し
い
人
が
み
つ
か
る
」
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
認
識
を
踏
ま
え
、
六
月
二

二
日
㈮
の
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会
は
、

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
英
国
及
び
ア
ジ

ア
九
カ
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
、
企
業
の
海
外
進
出
を
人

材
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
、
㈱
ジ
ェ
イ

エ
イ

シ
ー

リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト

海
外
進
出
支
援
室
長

佐
原

賢
治
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
企

業
の
ア
ジ
ア
事
業
展
開
に
伴
う
人
と
組

織
の
課
題
」
と
題
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

な
お
、
佐
原
氏
の
講
演
に
引
き
続
き
、

同
社

北
関
東
支
店
長

小
浜

剛
氏

に
よ
る
人
材
紹
介
事
例
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
現
在
、
日
本
の
企
業
は
、
国
際
化
、

技
術
革
新
な
ど
様
々
な
変
化
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
海
外
事
業

要
員
や
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
人
材

な
ど
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
有
効
求
人
倍
率
を
み
て
も
分
か
る
よ

う
に
現
在
は
圧
倒
的
な
売
り
手
市
場
。

・
特
に
海
外
事
業
要
員
採
用
市
場
は
一

層
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

・
今
、
企
業
が
求
め
る
の
は
、
国
際
会

計
に
長
け
た
人
材
、
海
外
で
の
市
場

開
拓
に
優
れ
る
人
材
、
高
い
生
産
技

術
を
有
し
海
外
で
も
働
け
る
人
材
、

海
外
子
会
社
の
経
営
を
任
せ
ら
れ
る

人
材
、
ベ
ト
ナ
ム
で
従
事
が
で
き
る

人
材
な
ど
。

・
海
外
で
事
業
を
立
ち
上
げ
る
場
合
と

経
営
を
現
地
化
さ
せ
て
い
く
場
合
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
が

異
な
る
。
次
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
人

材
の
確
保
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
人
材
の
確
保
に
関
し
て
日
本
企
業
は

人
材
会
社
を
多
く
利
用
す
る
が
、
現

地
人
材
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
の
求

人
も
多
い
こ
と
に
注
意
。

・
現
地
子
会
社
に
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
が
ち
。
現

地
人
材
の
人
事
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
確

保
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
本
社
の
国
際
対
応
力
が
海
外
子
会
社

の
支
援
機
能
の
充
実
に
つ
な
が
る
。

計
画
的
な
人
材
の
確
保
を
検
討
さ
れ

た
い
。

平
成
三
〇
年
度

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会
開
催

説明を行う石川 英寛氏説明を行う新里 英男氏

埼玉県産業労働部主要施策説明会

第一回企業戦略研究会

講演を行う佐原 賢治氏
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企業の多文化マネジメ
ントー例えば異文化を背
景に持つ人材の育成・活
用に関わるトレーニン
グ・プランの策定や、海
外展開時に経験するクラ
イシス・コミュニケーシ
ョンーへの応用など

学歴・略歴
渋谷 百代
（しぶや ももよ）
Macquarie 大学メディア
＆コミュニケーション専
攻博士課程修了（PhD）。
NHKスペシャル番組セ
ンター、日本国際交流振
興会、ベネッセ教育研究
開発センター勤務を経て
2007年に埼玉大学経済学
部講師、2010年より現職。
台湾国立成功大學客員研
究員、立教大学兼任講師、
順天堂大学非常勤講師。
専門はソフト・パワー＆
パブリック・ディプロマ
シー、異文化普及論。

インターネットやAIの登場で、
私たちの社会は大きく変化しています。共有される情
報や使うツールが変わり、コミュニケーション行動が
変わり、人間関係が変わり、そして、社会が変わる―。
そうした変化の中では、正しいと信じていたことや通
用してきたやり方が通じないという混乱や混沌、コン
フリクト（矛盾・対立）を体験することが増えます。
日本社会では混沌やコンフリクトを否定的に捉えてし
まう傾向がありましたが、実のところ、その混沌やコ
ンフリクトこそが、他者との相互作用参加を通して自
らを再構築させる機会を作るという意味で「学びの資
源」となります。
私が取り組んでいる研究の一つは、そうしたコンフ

リクト状態での相互作用の効果に着目し、特に異なる
世界観を持つ人同士が直接対話をするとどのような効
果があるのか―アイデンティティや人間関係をどう構
築し直すか―を検証するものです。コミュニケーショ
ン研究の文脈でレジリエンスについて考える研究、と
言えば良いでしょうか。そのために、海外進出日系企
業内のコミュニケーション的課題や、日本人学生の体
験する国際討論などからデータを集めています。
レジリエンスには、人が元々持っている、変動・不

確実・複雑・曖昧（VUCA）な環境での困難な状況
に対する「抵抗力」だけでなく、しなやかに元の状態

に戻る「回復力」や、新たに前進する「再構成力」も
含まれます。日本人は集団としては驚異的なレジリエ
ンスを発揮してきましたが、個人レベルは果たしてど
うでしょう。「心が折れる」という表現がよく聞かれ
ますが、考え方や行動にレパートリーが少ないとコン
フリクトに直面した時に復活できないほど打ちのめさ
れてしまいます。硬直化した閉鎖的システム、集団浅
慮（Group think）に陥りやすい「空気」の支配、あ
るいは人間関係にも合理性を求め煩わしさを避ける
「孤性」社会という環境が、私たちの心からレジリエ
ンスを奪おうと働いているのかも知れません。
グローバル化したネットワーク社会の中で、こうし
た“日本人性”が今後どのように変化していくか（ある
いは維持される
のか）を追いかけ
つつ、実際に起
こる様々なコン
フリクトを「学びの
資源」に変換で
きる“体質”をつ
くるために必要
な仕組みを明ら
かにすることを
目指しています。

位置情報を利用した新
たなサービスやアプリケ
ーションの創出

学歴、略歴
間邊 哲也
（まなべ てつや）
2012年3月埼玉大学大学
院理工学研究科博士後期
課程修了。博士（工学）。
埼玉大学大学院理工学研
究科非常勤研究員を経て
2013年4月より現職。専
門は歩行者を中心とした
ITS（高度交通システム）。

スマートフォンの普及などに伴
って、位置情報を使ったサービスが多数登場しています。
身近な例として、ナビゲーションシステムなどの道

案内、E911（Enhanced911）やロードサービスなど
の緊急通報、SNS（Social Network Service）での位
置情報付きの投稿、ゲーム、ニュース、観光情報、ク
ーポン配信などが挙げられますが、これらのサービス
を高い品質で利用者に提供する上で特に重要なのは正
確かつ高精度な位置情報を取得することです。
また、人の経済活動の約7割が屋内で行われている

と言われていることから、私どもの研究グループでは
屋内環境を中心にあらゆる場所で正確かつ高精度な位
置特定の実現に向けた研究に取り組んでいます。
この「屋内環境を中心としたあらゆる場所で正確か

つ高精度な位置特定」の実現によって、例えば次に挙
げるようなサービスやアプリケーションを提供するこ
とが可能となります。
・ナビゲーションシステムの目的地として「利用者が
欲しい商品」を設定し、その商品が陳列されている
棚や商品の目の前までのきめ細やかな道案内

・個人の嗜好と紐付けた動線分析やマーケティング
・駅や空港、大型商業施設の建物内における迷子探し
現在市販されているスマートフォンでは、GPS

（Global Positioning System）に代表されるGNSS

（Global Navigation Satellite System）の他、無線
LANアクセスポイント、携帯電話基地局、ビーコン
などからの電波によって位置特定が行われています。
私どもの研究グループでは、単一の位置特定技術に
依存するのではなく、複数の位置特定技術が適材適所
で協調動作する「スマートフォン位置特定サブプラッ
トフォーム」の高度化を目指して、既存の位置特定技
術について種々の環境や条件下での性能評価および性
能改善方法の検討の他、既存の技術に依らない新たな
位置特定手法（例えばスマートフォンに内蔵されたカ
メラを用いたもの）の提案も行っています。
また、構築したシステムの一部については、埼玉大学

構内、中部国際空港、大宮駅西口周辺地域、東京ビッグ
サイトなどの実環境において実証実験を行っています。
今後は、屋内環境での位置特定性能向上に加え、屋
内外でのシームレスな位置特定を行い、人々がスムー
ズに移動できる環境の実現を目指します。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

コンフリクトの、その先にあるもの
大学院人文社会科学研究科 社会学領域 渋 谷 百 代 准教授

「人がスムーズに移動するための位置特定に関する研究」
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 間 邊 哲 也 助教

スマートフォン位置特定サブプラットフォームの高度化
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現在、地球温暖化問題が叫ばれ、温室効果ガス排出量の抑制、
身近な様々なところでの省エネが求められています。世界的な
枠組みの中で（COP21パリ協定）、我が国も2030年度までに20
13年度比26％削減と、厳しい削減量をコミットしています。そ
の中で、住宅のエネルギー消費量のトレンドは大きく増加して
います。皆様にも、ここ10～20年の間に、部屋ごとにエアコン
を設置したり、冷蔵庫が大型化したり、パソコンも1人1台に
なったり、便利さが向上している実感があると思います。それ
らが、電力消費の増加、温室効果ガスの排出増加に繋がってい
るのです。
図は筆者が調査した太陽光発電搭載の全電化戸建住宅、4件
の1年間のエネルギー消費量です。立地は首都圏で家族構成も
ほぼ同じ、30代夫婦と子供1人（E－4のみ子供2人）です。
たった4件だけで、2倍程度の大きな差があることがわかりま
す。この結果の詳細は割愛しますが、一つだけ4件でほぼ一致
していることがあります。それは冷房のエネルギーです。その
量が少ない、ということに驚かれた方もいるのではないでしょ

うか。夏場は積極的に通風したり、時には我慢したりしてエア
コンを使わないようにしている方がいらっしゃると思います。
もちろん、そういった省エネ行動を否定するものではありませ
んが、それが省エネに寄与するのはほんの僅かで、それよりも
っと重要な（効果のあ
る）省エネ行動がある
ということを、この結
果は示しています。今
後も調査を継続して、
省エネに効果的な対策
について、研究してい
きたいと考えています。
これから暑くなって
いきますが、適切にエ
アコンを使って、熱中
症などが起こらないよ
うにお過ごしください。

日本のものづくりを支えているのは、
全国各地の中小製造業者であることは疑
う余地のないところでしょう。しかし、
その多くは自社製品を持たず、高度な技

術や技能を有しているにもかかわらず、大企業のサプライヤー
としてのみ存在し、その注目度はあまり大きなものではありま
せんでした。そのような中、全国の中小製造業者が立ち上がり、
「日本の製造業を元気にしたい」という信念を持って提唱され
た「全日本製造業コマ大戦」が注目を集めています。これ
は、全国の中小製造者が自社の技術を結集し、誇りをかけ
て自ら作り上げたコマを持ち寄り、土俵の上で、1対1で
戦うというものです。コマ大戦で使用されるコマは1円玉
の直径と同じ20㎜以下で長さは60㎜以下、その材質は問わ
れません。この小さなコマをものづくりのプロが自ら設計
し、製作、そして対戦まで行います。当然ながら、その精
度や完成度は驚くべきレベルであり、日本のものづくりが
想像以上に高度であること再認識させられます。
元々は中小製造業者同士の戦いであった「全日本製造業
コマ大戦」に、数年前から工業高校や工科系大学から参加
するようになりました。すなわち、中小製造業者と製造業

を志す学生や生徒たちとの交流の場となったのです。
本学でも、学園祭である碧蓮祭の1イベントとして、「全日
本製造業コマ大戦もの大場所」を2015年度から毎年開催してい
ます。参加者はもの大生をはじめ、高校や大学、専門学校、そ
して近隣の中小製造業者で、碧蓮祭の中でも大きなイベントと
して成長しました。これからも、このイベントを通して、企業
と学生の交流と、本学がものづくりの情報発信地となることを
目指していきます。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

暮しの中の省エネ行動とは
建設学科 松 岡 大 介 准教授

松岡 大介（まつおか だいすけ）准教授・博士（工学）、一級建築士。東洋大学工学部建築学科卒業、同大学院工学研究科博
士前期課程修了。前職、㈱ポラス暮し科学研究所在職中に京都大学大学院博士後期課程にて学位取得。2017年4月よりものつく
り大学准教授。専門は建築環境工学、とくに温熱環境、住宅の省エネに関する研究など。

全日本製造業コマ大戦もの大場所
総合機械学科 武 雄 靖 教授

年間用途別エネルギー消費量
高瀬、井上、松岡：首都圏の戸建て全電化
住宅におけるエネルギー消費量分析、
日本建築学会大会学術講演梗概集、2017．07

図1．第3回大会参加者 図2．対戦の様子

武雄 靖（たけお やすし）総合機械学科教授 東京農工大学大学院工学府機械システム工学専攻（博士後期課程）修了。博士
（工学）、MOT（技術経営修士）。有限会社安藤螺子製作所、雇用・能力開発機構（現独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構）、関東職業能力開発大学校生産技術科准教授を経て、2018年4月から現職。専門は機械加工学、技術経営。特級機械加
工技能士、一級機械保全技能士、一級機械検査技能士取得。（連絡先：048‐564‐3832／takeo@iot.ac.jp）
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………193社
回収率……………………………35．1％

�業種内訳 �内製造業………………87社
�内非製造業 …………106社

�資本金別
�5000万円以下………………………92社
�5000万円超～1億円以下…………49社
�1億円超～3億円以下……………13社
�3億円超……………………………39社

企業経営動向調査（2018年度第1回〈18年4月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、18年1月比で
製造業「－16」、非製造業「－11」と
なり悪化した。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－22」と悪化、非製造業「＋3」
と改善を見込む。

18年4月

19

21

17

5

2

8

18年1月

32

37

28

13

24

5

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、18年1月比で
製造業「－14」、非製造業「－4」と
なり悪化した。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－5」と悪化、非製造業「＋2」
と改善を見込む。

18年4月

5

10

1

－3

－4

－3

18年1月

13

24

5

－2

1

－5

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、18年1月比で
製造業「－6」、非製造業「－7」と
なり悪化した。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－2」と悪化、非製造業「＋7」
と改善を見込む。

18年4月

9

14

5

4

7

1

18年1月

16

20

12

0

9

－6

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）18／1－3月期、4－6月期の上段の（ ）内の数値は18年1月調査時の見通し

�18／1－3月期の売上高DI は、17／10－12
月期比で製造業「－15」、非製造業「－23」
となり悪化した。

�今後の見通しについては、4－6期は1－3
期比で製造業「－29」、非製造業「－14」と
悪化を見込む。7－9期は4－6期比で製造
業「＋31」、非製造業「＋12」と改善を見込
む。

見 通 し

7－9

15

24

8

18／4－6

（－5）
－5

（－1）
－7

（－8）
－4

実 績

18／1－3

（－4）
15

（－15）
22

（4）
10

17／10－12

35

37

33

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�18／1－3月期の経常利益DI は、17／10－
12月期比で製造業「－13」、非製造業「－12」
となり悪化した。

�今後の見通しについては、4－6期は1－3
期比で製造業「－13」、非製造業「－11」と
悪化を見込む。7－9期は4－6期比で製造
業「＋23」、非製造業「＋9」と改善を見込
む。

見 通 し

7－9

10

17

4

18／4－6

（－8）
－5

（－4）
－6

（－10）
－5

実 績

18／1－3

（－11）
6

（－19）
7

（－6）
6

17／10－12

19

20

18

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、18年1月
比製造業「－4」、非製造業「＋4」
となり、非製造業で在庫が過大傾向に
ある。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「±0」、非製造業「＋12」となっ
ており、非製造業で在庫増加が見込ま
れる。

18年4月

6

5

8

2

1

2

18年1月

6

9

4

－5

1

－10

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、18年
1月比で製造業「－8」、非製造業「＋
7」となり、製造業で設備不足が強ま
ったが、非製造業では弱まった。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－5」、非製造業「＋5」となっ
ており、上記同様に、製造業で設備不
足が強まり、非製造業で弱まると見込
まれる。

18年4月

－5

－15

3

－3

－6

－1

18年1月

－5

－7

－4

－4

－1

－6

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、18年1月比で
製造業「－19」、非製造業「＋15」とな
ったが、総じて人手不足が続いている。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－15」、非製造業「＋6」となっ
ており、製造業での人手不足がさらに
強まると見込まれる。

18年4月

－34

－39

－30

－41

－46

－37

18年1月

－35

－20

－45

－38

－31

－43

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、18年1月比で
製造業「－1」、非製造業「－3」と
なり悪化した。

�先行きDI についても、18年1月比で
製造業「＋1」、非製造業「＋3」と
なっており、総じて資金繰りに繁忙感
は見られない。

18年4月

15

14

15

13

13

14

18年1月

17

15

18

12

12

11

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、18年1月比で
製造業「＋12」、非製造業「＋3」と
なり、製造業における販売価格上昇が
著しい。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「＋4」、非製造業「＋9」となっ
ており、非製造業で販売価格上昇が強
まると見込まれる。

18年4月

8

5

11

8

4

13

18年1月

2

－7

8

2

0

4

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、18年1月比で
製造業「－4」、非製造業「＋2」と
小幅に変化したが、総じて仕入価格は
上昇傾向にある。

�先行きについては、18年1月比で製造
業「－2」、非製造業は「＋9」とな
っており、仕入価格上昇が今後も続く
と見込まれる。

18年4月

38

45

31

41

45

37

18年1月

37

49

29

36

47

28

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

1．平成30年度（平成30年4月採用）の新卒者採用の有無及び平成31年度（平成31年度4月採用）計画について

⑴ 平成30年4月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体193（内製造業87、内非製造業106）

◇新卒採用比率が高まっており、全体は前年度比＋5％、製造業は前年度比＋2％、非製造業は前年度比＋7％となった。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別では大学卒の採用比率が最も多く、次いで高校卒、大学院卒、高専卒、短大卒となっている。
◇前年度の採用比率との比較では大学卒が増加しているが、その他は減少している。

⑶ すべての回答先に…平成31年4月の採用予定は平成30年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇平成31年4月の採用予定が「増加する」・「変わらない」の合計値を前年度と比較すると、全体は75．4％と前年度比＋13．3％、製造業は
69％と前年度比＋0．8％、非製造業は80．8％と前年度比＋23．6％となっており、企業の採用意欲は高水準で推移している。
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2．外国人留学生の採用について
⑴ 平成30年度中（30年4月～31年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

3．平成30年度の賃金改定結果（見込み）について
⑴ 平成30年度は賃金改定を実施しましたか？

◇賃金改定を「実施した」・「実施予定」の合計値を前年度と比較すると、全体は79．8％と前年度比＋9．2％、製造業は85％と前年度比＋10％、
非製造業は75．5％と前年度比＋8．5となっており、いずれも前年度を上回っている。

＊従業員数別賃金改定の実施状況

◇「実施した」・「実施予定」の合計値を前年度と比較すると、従業員300人超は82％と前年度比＋18．6％、従業員101～300人は84．6％と前
年度比＋18％、従業員51～100人は85．7％と前年度比＋13．1％、従業員1～50人は75％と前年度比＋1．9％となっており、いずれも前年
度を上回っている。

⑵ 年収ベースでの改定率の水準は？ ⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

◇年収ベースの改定率水準は、全体では「1～2％未満」が48．4％と最も多く、次いで「2～3％未満」28．1％、「0～1％未満」13．1％
となっている。前年度の水準と比較すると、非製造業は余り変わらないものの、製造業は「0～1％未満」が前年度比－9．3％、「1～
2％未満」が前年度比＋9．5％となっている。

◇外国人留学生を「採用した」・「採用予定」の合計値を前年度と比較すると、全体は9．8％と前年度比－4．4％、製造業は12．6％と前年度
比－5．1％、非製造業は7．6％と前年度比ー3．8％となっており、いずれも前年度を下回っている。
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

平
成
三
〇
年
度
定
時
総
会
開
催

四
月
二
六
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の

四
月
例
会
を
開
催
し
一
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
例
会
は
「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ

リ
ー
ズ
」
の
第
六
弾
で
、
吉
野
電
化
工

業
㈱
を
訪
問
し
、
専
務
取
締
役
吉
野
正

洋
氏
に
よ
る
講
演
を
拝
聴
し
、
そ
の
後

工
場
見
学
と
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

吉
野
電
化
工
業
㈱
は
、
一
九
三
五
年

の
創
業
以
来
、
伝
統
工
芸
・
塗
装
・
汎

用
め
っ
き
・
高
精
度
め
っ
き
・
研
究
開

発
と
い
っ
た
主
要
事
業
で
時
代
に
合
わ

せ
た
進
化
を
続
け
ら
れ
、
現
在
は
「
表

面
処
理
で
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
経
営

理
念
に
掲
げ
、
多
岐
に
わ
た
る
挑
戦
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
重
点
を
置
い
て
い
る
研

究
開
発
に
お
い
て
新
技
術
の
開
発
の
際

に
は
、
大
学
や
研
究
機
関
、
異
業
種
メ

ー
カ
ー
と
い
っ
た
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
駆
使
し
た
共
同
開
発
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

◇
講
演
会
概
要

「
表
面
処
理
技
術
で
社
会
に
貢
献
す

る
」
と
題
し
て
、

①
経
営
方
針
や
活
動
指
針

②
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
社
内
の
取
組

み
③
技
術
開
発
や
新
し
い
技
術
と
競
争
的

資
金
の
活
用

④
測
定
・
分
析
装
置
へ
の
投
資

⑤
今
後
の
方
向
性
と
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
っ
た
内
容
に
関
し
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
工
場
見
学

技
術
開
発
の
心
臓
部
で
も
あ
る
研
究

開
発
部
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
生
産
性

向
上
に
取
組
ん
で
い
る
本
社
工
場
、
製

造
部
門
の
粋
を
集
め
た
越
谷
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
講
演
で
お
話
し
い
た
だ

い
た
技
術
開
発
の
取
組
み
や
、
カ
イ
ゼ

ン
活
動
や
5
Ｓ
活
動
に
お
け
る
熱
心
な

取
組
み
を
随
所
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
と
工
場
見
学
を
通
し
て
、
参
加

者
か
ら
は
「
工
場
で
の
5
Ｓ
や
見
え
る

化
の
取
組
み
な
ど
も
含
め
、
最
高
の
品

質
に
は
、
最
高
の
管
理
と
数
値
が
必
要

な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
常
に
前
へ
取
り

組
む
姿
勢
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
」

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
の
懇
親
会
に
も
吉
野
専

務
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見

交
換
を
通
じ
て
講
演
内
容
へ
の
理
解
を

更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
一

同
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
学
び
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
三
〇
年
度

定
時
総
会
が
五
月
二
二
日
、
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
、
関
係
者
を

含
め
三
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
栗
原
志
功
部
会
長
が
議
長
と

な
り
、
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
、
平
成
三
〇
年
度
事
業
計
画
、

同
事
業
予
算
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

案
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ

た
後
に
、
新
役
員
を
代
表
し
て
臼
田
和

弘
新
部
会
長
よ
り
就
任
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
新
役
員
は
別
表
参
照
）

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、「
カ

ン
パ
ニ
ー
シ
ン
キ
ン
グ
＆
ク
ラ
ブ
シ
ン

キ
ン
グ
〜
人
に
優
し
い
事
業
運
営
・
明

る
い
笑
顔
と
元
気
な
声
〜
」
と
題
し
、

前
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
代
表
取
締
役

社
長
鈴
木

茂
氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◇
鈴
木

茂
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

鈴
木
氏
は
、
取
締
役
事
業
部
長
時
代

か
ら
社
長
在
任
期
間
を
通
じ
て
約
一
三

年
間
の
長
き
に
亘
り
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ

ー
ジ
ャ
の
発
展
を
支
え
、
活
躍
さ
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン

「
A
rdija

Vision

2
0
2
0
『
未
来
を
、

と
も
に
』」を
策
定
し
、「
地
域
の
未
来
・

ク
ラ
ブ
の
未
来
・
チ
ー
ム
の
未
来
」
の

三
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
と
し
た
様
々
な
活
動
に
取
組
む
こ

と
で
地
域
・
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム
の
発
展

に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
四
月
例
会
開
催

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
第
六
弾

吉
野
電
化
工
業
㈱
企
業
訪
問
と
講
演
会

講演をされる吉野電化工業㈱
専務取締役 吉野正洋氏

様々な取組みに関して伺う貴重な機会と
なった講演会

研究開発に関する見学

吉野専務にも参加いただき懇親を深めた懇親会

特別講演を行う
鈴木 茂氏 定時総会
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◇
講
演
会
概
要

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
運
営
、
ク

ラ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
策
定
の
際
の
思
い
、

地
域
と
の
繋
が
り
等
に
関
し
て
、
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
携
わ
ら
れ
て
い
る
「
ラ

グ
ビ
ーW

orldCup

2
0
1
9
埼
玉
熊

谷
」「
大
宮
公
園
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

に
関
し
て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
「
第
一
回
埼
玉
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
ア

イ
デ
ア
大
賞
」
入
賞
者
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

そ
の
後
は
、
二
月
に
開
催
し
た
「
第

一
回
埼
玉
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
ア
イ
デ
ア

大
賞
」
の
入
賞
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

入
賞
者
四
組
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
、

自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
直
近
の

進
捗
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
思
い
の
こ

も
っ
た
発
表
を
し
て
い
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

冒
頭
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長

で
当
部
会
初
代
部
会
長
の
藤
池
誠
治
氏

か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
続
い
て

藤
池
副
会
長
よ
り
、
部
会
長
を
は
じ
め

新
役
員
へ
の
委
嘱
状
授
与
を
行
い
ま
し

た
。続

い
て
、
臼
田
和
弘
新
部
会
長
よ
り

開
宴
挨
拶
、
栗
原
直
前
部
会
長
へ
の
花

束
贈
呈
と
退
任
挨
拶
、
今
年
度
よ
り
特

別
会
員
に
な
ら
れ
た
矢
部
利
人
特
別
会

員
へ
の
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
本
伸
一
郎
第

十
一
代
部
会
長
よ
り
乾
杯
の

ご
発
声
を
頂
き
、
そ
の
後
の

懇
親
で
は
、
新
部
会
員
の
方
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
方
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
な
ど
、

賑
や
か
で
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
藤
池

一
誠
第
一
三
代
部
会
長
よ
り

閉
会
挨
拶
を
頂
き
、
懇
親
会

は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

一般社団法人埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員選任
会社名
会社役職

㈱臼田ファインモータースクール
代表取締役社長
㈱真工社
代表取締役社長
内藤環境管理㈱
代表取締役社長
カツミテクノ㈱
代表取締役社長
望月印刷㈱
代表取締役社長
大野建設㈱
常務取締役
関東食糧㈱
代表取締役社長
㈲共和エレック
代表取締役
㈱サンフレッセ
常務取締役
㈱保坂商店
代表取締役社長
埼京東和薬品㈱
取締役社長室室長
馬場食品工業㈱
代表取締役社長
㈱あなたの幸せが私の幸せ
代表取締役社長

氏名

うす だ かずひろ

臼田 和弘

まな ご たけ し

眞子 岳志

ないとう たけし

内藤 岳

さかもと てつろう

坂本 哲朗

もちづき さとる

望月 諭

おお の てつ や

大野 哲矢

うす だ しんいちろう

臼田真一朗

ながしま あきら

永島 明

とみざわしん た ろう

富澤慎太郎

おお い たかひろ

大井 貴博

せき ゆういち

関 祐一

ば ば つねあき

馬場 常晃

くりはら し こう

栗原 志功

部会
役職名

部会長

副部会長

副部会長

副部会長

副部会長

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

会計監事

会計監事

顧問

就任挨拶を行う
臼田和弘新部会長 藤池経営者協会副会長によるご来賓挨拶 第1回埼玉ブレイクスルーアイデア大賞入賞者プレゼンテーション

新役員委嘱状授与

青年経営者部会 新部会員のご紹介
株式会社 スチール工業

あいはら よしまさ

代表取締役 相原 良將 様
土木・建設・物流資機材の販売及びそれに伴う工事業

事業所所在地
〒350－0158 埼玉県比企郡川島町伊草284－4

高橋ソース 株式会社
たかはし あき と

代表取締役社長 高橋 亮人 様
ウスターソース類・トマト加工品・ドレッシング類、
その他調味料の製造・販売／有機加工食品の製造・販
売／有機原材料の仕入・小分け・販売

事業所所在地
〒367－0063 埼玉県本庄市下野堂604－7
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第
六
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
六
月
一
日
㈮
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
に

お
い
て
、
二
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が

行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
プ
レ
ー

は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同

時
に
ス
タ
ー
ト
し
、

日
頃
の
腕
前
を
競
っ

た
。上

條
会
長
杯
（
ダ

ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
四
、

イ
ン
四
五
、
グ
ロ
ス

八
九
、
ネ
ッ
ト
七
一

で
須
田
隆
文
氏
（
藤

電
設
社
長
）
が
総
合

優
勝
し
上
條
会
長
杯

を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ

ト
四
一
、
イ
ン
三
九
、

グ
ロ
ス
八
十
、
ネ
ッ

ト
七
一
�
六
で
日
下

部
雅
人
氏
（
日
進
化

成
社
長
）
が
受
賞
し

た
。（
主
な
成
績
は
別

表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長
杯
が
上

條
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
、
そ
の
他
各
賞

の
賞
品
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
授

与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
や
初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ

等
で
盛
り
上
が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親

が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
二
二
日
㈭

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス

で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

六

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

須
田
隆
文
氏
（
藤
電
設
社
長
）
が
総
合
優
勝

〜
上
條
会
長
杯
を
獲
得

第六回上條会長杯争奪戦 会員親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成30年6月1日㈮ 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

1．上位入賞者（ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 須田 隆文 藤 電 設 社長 44 45 89 18．071．0

準優勝 日下部雅人 日 進 化 成 社長 41 39 80 8．471．6

3位 前田 知憲 ハ ー ベ ス 社長 41 43 84 12．072．0

4位 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 副理事長 39 41 80 7．272．8

5位 植田 耕作 日本メタルガスケット 技術顧問 42 40 82 8．473．6

べスグロ 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 副理事長 39 41 80 7．272．8

2．シニアの部

優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 技術顧問 42 40 82 8．473．6

準優勝 杉田 圭三 CWM総合経営研究所 会長 44 48 92 16．875．2

3．グランドシニア

優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 技術顧問 42 40 82 8．473．6

グランドシニア優勝・シニア優勝の
日本メタルガスケット 植田耕作技術顧問

初参加のポーライト
菊池眞紀会長

初参加のニチアコミュニケーション
吉野忠明常務取締役

スタート前の集合写真

上條会長から優勝杯を授与される
藤電設 須田隆文社長
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平
成
三
十
年
五
月
二
十
一
日
に
小
松

弥
生
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
本

会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
、
本
会
上
條
正

仁
会
長
に
対
し
「
高
校
生
等
の
就
職
支

援
に
関
す
る
要
請
書
」
を
手
交
し
ま
し

た
。（
要
請
文
は
以
下
の
通
り
）

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

要
請
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
規
高
等

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
校
生
等
の

就
職
支
援
に

関
す
る
要
請

本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
の
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
高
校
生
等
の
就
職
状
況
は
、

景
気
回
復
を
受
け
て
雇
用
情
勢
の
改
善

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十

年
三
月
末
の
県
内
公
立
高
校
生
の
就
職

内
定
率
は
九
八
・
八
％
と
、
過
去
十
年

間
で
最
も
高
い
内
定
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
高
い
就
職
内
定
率
と
な

り
ま
し
た
の
も
、
貴
団
体
並
び
に
貴
団

体
所
属
の
事
業
所
に
よ
る
様
々
な
御
協

力
に
よ
る
も
の
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
度
も
景
気
拡
大
基
調
が
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
高
校

生
等
の
就
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
し

て
楽
観
視
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

県
教
育
委
員

会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
高
校

生
等
の
就
職
支

援
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も

に
、
明
日
の
埼

玉
の
産
業
界
を

担
う
人
材
の
育

成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

貴
団
体
所
属

の
事
業
所
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、

大
変
な
経
営
努

力
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
高
等

学
校
並
び
に
特

別
支
援
学
校
卒

業
予
定
者
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引

き
続
き
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の

要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
貴

団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
、

特
段
の
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
三
十
年
五
月
二
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

小
松
弥
生

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

上
條

正
仁

様

会
社
法
で
は
、「
取
締
役
の
職
務
の
執

行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
株
式
会
社

の
業
務
並
び
に
当
該
株
式
会
社
及
び
そ
の

子
会
社
か
ら
成
る
企
業
集
団
の
業
務
の
適

正
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し

て
法
務
省
令
で
定
め
る
体
制
の
整
備
」（
第

三
六
二
条
第
四
項
第
六
号
）
義
務
を
定
め
、

法
務
省
令
で
は
当
該
株
式
会
社
の
取
締
役

等
の
み
な
ら
ず
使
用
人
も
含
み
、
さ
ら
に

「
当
該
株
式
会
社
の
子
会
社
の
取
締
役
等

及
び
使
用
人
の
職
務

の
執
行
が
法
令
及
び

定
款
に
適
合
す
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め

の
体
制
」
等
も
求
め

て
い
る
。

「
使
用
人
」
と
は

従
業
員
と
同
義
で
あ

り
、
法
令
と
は
、「
会

社
を
名
あ
て
人
と
し
、
会
社
が
そ
の
業
務

を
行
う
に
際
し
遵
守
す
べ
き
す
べ
て
の
規

定
を
い
う
。」（
平
一
二
・
七
・
七
最
高
裁

第
二
小
判
決
）。
特
に
労
使
関
係
は
、
会

社
存
立
に
不
可
欠
で
あ
り
、
労
働
関
係
法

令
の
遵
守
は
重
要
（
平
二
三
・
五
・
二
五

大
阪
高
裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

法
令
遵
守
体
制
の
整
備
の
中
に
は
、
男

女
均
等
法
第
一
一
条
の
セ
ク
ハ
ラ
の
防

止
・
対
応
措
置
義
務
も
「
法
令
」
で
あ
る

か
ら
当
然
含
む
。

そ
こ
で
、
親
会
社
は
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題

に
つ
い
て
も
、「
法
令
等
の
遵
守
に
関
す

る
社
員
行
動
基
準
を
定
め
、
本
件
相
談
窓

口
を
含
む
本
件
法
令
遵
守
体
制
を
整
備
し

た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
人
的
、
物
的
、
資

本
的
に
一
体
と
い
え
る
本
件
グ
ル
ー
プ
会

社
の
全
従
業
員
に
対
し
て
、
直
接
又
は
そ

の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
を
通
じ
て
相

応
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
信
義
則
上
の
義

務
を
負
う
べ
き
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」（
平
三
〇
・
二
・
一
五
最
高
裁
一
小

判
決
）
と
い
う
関
係
に
な
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
法
令
遵
守
体
制

の
一
環
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め

法
令
等
の
遵
守
に
関
す
る
相
談
窓
口
制
度

を
設
け
、
各
会
社
の
従
業
員
等
に
周
知
し

て
そ
の
利
用
を
促
し
て
い
る
場
合
に
お
い

て
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
事
業
場
に
お
い

て
セ
ク
ハ
ラ
等
の
法
令
違
反
行
為
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
た
従
業
員
等
が
、
親
会
社

の
相
談
窓
口
に
対
し
、「
そ
の
旨
の
相
談

の
申
出
を
す
れ
ば
、
申
出
の
具
体
的
状
況

い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
当
該
申
出
を
し
た

者
に
対
し
、
当
該
申
し
出
を
受
け
て
体
制

と
し
て
整
備
さ
れ
た
仕
組
み
の
内
容
、
当

該
申
出
に
係
る
相
談
の
内
容
等
に
応
じ
て

適
切
に
対
応
す
べ
き
信
義
則
上
の
義
務
を

負
う
場
合
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。」（
前
記

最
高
裁
判
決
）
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
子
会
社
に
お

け
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為
に
つ
い
て
、
親
会
社

が
使
用
者
と
し
て
安
全
配
慮
義
務
や
不
法

行
為
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と

い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
相
談
窓
口
等
を

設
け
た
趣
旨
に
反
し
て
対
応
し
な
か
っ
た

り
、
放
置
・
無
視
し
た
り
と
い
っ
た
不
誠

実
な
対
応
を
し
た
場
合
に
、
こ
れ
が
不
法

行
為
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

親
会
社
が
子
会
社
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ

に
対
し
て
、
使
用
者
と
し
て
の
安
全
配
慮

義
務
ま
で
負
う
に
至
る
場
合
は
、
当
該
義

務
が
労
働
契
約
上
の
付
随
義
務
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
親
会
社
と
子
会
社
従
業
員
と
の

間
で
労
働
関
係
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
実

質
的
な
労
務
提
供
を
親
会
社
が
受
け
る
関

係
に
あ
っ
た
り
、
親
会
社
の
直
接
間
接
の

指
揮
監
督
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

子
会
社
で
の
セ
ク
ハ
ラ
と
親
会

社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責
任

弁
護
士

安
西

�

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
し

小
松
弥
生
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が

本
会
上
條
会
長
に
要
請

高校生等の就職支援に関し要請書を上條会長に手交する
小松弥生埼玉県教育委員会教育長（右）
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成成立立

埼玉県課題解決型インターンシップ推進事業の概要
　県内にキャンパスのある大学に在学する大学生等が県内企業において課題解決型インターンシップを行うことにより、学生の課題解決力及び
就業意識を高め、県内企業への理解を深めるとともに、県内企業が抱える業務運営上の課題の解決に資することを目的としております。

■ 企業のメリット
▶実践的な人財の育成　▶経営課題解決へのヒント　▶学生の感覚・視点の活用　▶指導する若手社員や職員の成長　▶大学との関係づくり　▶企業のイメージアップ

■ 学生のメリット
▶目標を設定し、課題解決に挑戦する　▶実社会での就業体験で、社会を知る
▶自分ができること、できないことを知る　▶これから何をすべきかを考え、行動する

■ 大学のメリット
▶社会連携・地域貢献　▶地元企業とのパイプを形成　▶産学官連携事業への参画　▶学生のキャリア教育に有効なプログラムの実施　　　

自己成長

募集の類型は２種類
❶企業課題提示型
●企業が解決したい課題を示し、学生を公募
 （例：製品開発、生産性向上、広報戦略…）

●大学は指導教員・学生を選定し応募

県内大学 幹事 県内企業

情報提供

応募

受入調整

公募

情報提供

受入調整

❷大学・学生提案型
●大学（学生）が企業と取り組みたいテーマ
　を示し、企業を公募（例：理工系研究課題、
　地域活性化…)

●企業は自社の現状・成果目標等を示し応募

県内大学 幹事 県内企業情報提供

受入調整

応募

公募 情報提供

受入調整

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
と
本
会
と
の
共
催

で
五
月
二
一
日
㈪
に
、
企
業
を
対
象
と
し
た
外

国
人
留
学
生
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
な
ら
び
に
外
国
人

留
学
生
対
象
の
企
業
説
明
会
を
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
で
開
催
し
ま
し
た
。

企
業
説
明
会
に
は
前
年
度
卒
業
ま
た
は
本
年

度
卒
業
予
定
の
大
学
等
（
専
修
学
校
、
高
専
、

短
大
、
大
学
院
）
の
外
国
人
留
学
生
七
一
一
名

が
参
加
し
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

熱
心
に
説
明
を
聴
い
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

外
国
人
留
学
生

雇
用
セ
ミ
ナ
ー
・

企
業
説
明
会
を
開
催

幹事団体：埼玉県経営者協会、幹事大学：埼玉大学

県内大学に在学する大学生、大学院生、短期大学生、留学生

❶企業課題提示型、❷大学・学生提案型 全体で３０名程度
夏季・冬季休業期間中を含め、概ね３～６か月間に、インターン
シップ生が概ね２０回程度受入企業を訪問して実施。
⑴インターンシップ参加学生に対し、受入企業から研修費、交通
費を支給（単位取得期間の一部期間を無償で実施とするなど柔
軟に対応可）。受入経費に関しては実習終了後、埼玉県から受
入企業に支給（日額６，５００円程度）。

⑵参加学生が所属する大学へは、事務取扱経費及び教員の実地指
導経費を埼玉県から助成。

幹事団体、
幹事大学
対象学生

実施人数
実施時期、
実施期間

受入経費・
事務取扱経
費等

「埼玉県課題解決型インターンシップ」を是非ご検討下さい

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

雇
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
あ
た
り
挨
拶
を
す
る

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
部
長

大
塚
陽
太
郎
氏

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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「
第
8
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ

ス
大
賞
」
募
集
の
御
案
内

第
6
回
埼
玉
県
「
お
も
て
な

し
大
賞
」
募
集
の
御
案
内

民
泊
に
泊
ま
る
際
は
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に
向
け
た
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

「
働
く
シ
ニ
ア
応
援
サ
イ
ト
」

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
を
募
集
中

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

9
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

県
主
催
企
業
向
け
非
正
規
雇

用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
御
案
内

県
で
は
、
新
し
い
事
業
展
開
や
革
新
的

な
技
術
開
発
に
挑
戦
し
、
飛
躍
を
目
指
す

県
内
中
小
企
業
を
表
彰
す
る
「
第
8
回
渋

沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」
の
候
補
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

5
0
0
に
の
ぼ
る
企
業
の
創
設
に
関
わ

り
、「
日
本
近
代
経
済
社
会
の
父
」
と
言

わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
を
受
け
継
い

だ
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
企
業
の
御
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
表
彰
部
門

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門

新
規
性
・
独
創
性
な
ど
に
あ
ふ
れ
る
新

た
な
事
業
展
開
に
取
り
組
む
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
に
富
ん
だ
企
業
・
個
人
事
業
主

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門

革
新
的
で
将
来
性
の
あ
る
優
れ
た
技

術
・
製
品
開
発
に
取
り
組
む
企
業
・
個
人

事
業
主

�
副
賞
（
部
門
ご
と
）

・
大
賞
（
1
者
）
…
賞
金
10
万
円

・
奨
励
賞
（
1
者
）
…
記
念
品

・
特
別
賞
（
1
者
）

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0803/taisyo.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

創
業
支
援
担
当

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門
）

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
0
8
）

技
術
支
援
担
当

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
）

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
7
7
）

埼
玉
県
は
お
客
様
を
お
も
て
な
し
の
心

で
お
迎
え
し
て
い
る
県
内
企
業
や
団
体
を

表
彰
し
ま
す
。

�
応
募
期
間

8
月
1
日
㈬
〜
9
月
21
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

「
お
も
て
な
し
埼
玉
」
で
検
索
、
又
は

http://www.om
otenashi-saitam

a.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
5
）

6
月
15
日
に
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民

泊
新
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
民
泊

を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
と

違
い
近
隣
住
民
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
か

ら
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
近
所
の
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
御
配
慮
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

よ
い

民

泊

（
0
5
7
0
―
0
4
1
―
3
8
9
）

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
9
）

県
で
は
、
充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な

準
備
が
必
要
か
を
学
ぶ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
過

ご
し
方
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
健
康
管
理
を

テ
ー
マ
に
講
義
し
、
受
講
者
を
「
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
案
内
士
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

主
に
40
〜
50
歳
代
の
お
勤
め
の
方
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
参
加

可
能
で
す
。

�
開
催
日
時

9
月
23
日
㈰

10
時
〜
12
時
40
分
、
14
時
〜
16
時
40
分

10
月
7
日
㈰

10
時
〜
12
時
40
分
、
14
時
〜
16
時
40
分

�
場
所

9
月
23
日

午
前
の
部
�
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま

午
後
の
部
�
春
日
部
市
民
文
化
会
館

10
月
7
日

午
前
・
午
後
の
部
と
も
に
、
ラ
フ
レ

さ
い
た
ま

※
そ
の
他
の
日
程
・
地
域
で
も
開
催
し
ま

す
。
開
催
情
報
等
は
県
Ｈ
Ｐ
で
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
同
様

の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
企
業
に
お
い
て
も
開

催
し
ま
す
の
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.

saitam
a.lg.jp/a081

3/seniorlife-guide.
htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
3
9
）

県
で
は
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
シ
ニ

ア
や
シ
ニ
ア
活
躍
に
取
り
組
む
企
業
を
応

援
す
る
た
め
、「
働
く
シ
ニ
ア
応
援
サ
イ

ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ト
で
は
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
や
企
業

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
す
ぐ
に
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
相
談
窓
口
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
「
働

く
シ
ニ
ア
応
援
サ
イ
ト
」
サ
ポ
ー

タ
ー
会
員
と
し
て
応
援
し
て
く
だ

さ
る
企
業
や
団
体
の
皆
様
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

�
会
員
特
典

・
サ
イ
ト
へ
の
バ
ナ
ー
（
ロ
ゴ
）

掲
載

・
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
の
広
報
物

へ
の
社
名
掲
載

・
シ
ニ
ア
活
躍
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー

や
合
同
企
業
面
接
会
な
ど
の
情

報
提
供

�
会
費

3
千
円
／
月

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
3
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に
実

務
に
役
立
つ
短
期
間
の
技
能
講
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を
高
め
た

い
方
や
資
格
取
得
を
目
指
す
方
、
社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お
考
え
の
企
業
は
ぜ
ひ

御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
介
護
、
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試

験
準
備
講
習
な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講
座
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
�0
0
0
円
〜
3
�8
0
0

円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

�
申
込
み
期
間

8
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

9
〜
10
月
中
の
2
〜
6
日

間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
企
業
関
係
者
（
経
営
者
・
人

事
労
務
担
当
者
等
）
に
対
し
、
労
働
契
約

法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
等
に
対
す
る
最
新
の
情
報
を
提
供
す

る
「
企
業
向
け
非
正
規
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

�
開
催
日
時

①
8
月
2
日
㈭

②
9
月
10
日
㈪

③
9
月
27
日
㈭

各
日
と
も
14
時
〜
16
時
15
分

�
会
場

①
ウ
ェ
ス
タ
川
越

②
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

③
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

希
望
者
に
は
、
個
別
相
談
会
も
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

http
://saitam

a-sem
inar.com

�
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
6
）

企
業
向
け
非
正
規
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー

事
務
局
（
県
委
託
先
）

（
0
4
8
―
8
2
2
―
6
0
9
0
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

※サイトの詳細は、
働くシニア応援サイト 検索 で御確認ください。

コバトン
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五
月
一
五
日
〜
七
月
三
一
日

◆
五
・
一
五

組
織
風
土
改
革
に
よ
る
経
営
力
強
化
研
修（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
六

地
域
社
会
問
題
委
員
会
（
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
）

◆
五
・
一
八

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
五
・
二
一

ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
三

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
八

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
六
・
一

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
）

◆
六
・
六

経
理
入
門
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
一

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
六
・
一
四

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
六
・
二
〇

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
第
三
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
六
・
二
五

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
六
・
二
六

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
六
・
二
七

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
七
・
二

決
算
書
を
使
う
技
術
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
三

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
八

四
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
基
本

編
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
九

よ
く
わ
か
る
管
理
会
計
の
基
礎
と
実
践
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
四

職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
六

四
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
応
用

編
・
実
践
編
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三
一

二
〇
一
八
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

2018年春季労使交渉・中小企業業種別回答状況［了承・妥結含］（加重平均）
2018年6月15日

［第1回集計］ （一社）日本経済団体連合会

業 種
2018年 2017年

社数 回答額
（了承・妥結含） アップ率 社数 回答額

（了承・妥結含） アップ率

製

造

業

鉄 鋼 ・ 非 鉄 金 属 7社 4，403円 1．73％ 10社 5，157円 2．08％
機 械 金 属 51 5，353 2．05 58 5，651 2．16
電 気 機 器 12 6，029 2．31 13 5，372 1．98
輸 送 用 機 器 8 5，360 2．16 6 5，097 2．02
化 学 11 4，996 1．94 15 4，903 1．88
紙 ・ パ ル プ 7 4，799 2．06 8 4，463 1．9
窯 業 4 4，734 1．65 9 4，258 1．62
繊 維 15 3，503 1．62 14 4，896 2．01
印 刷 ・ 出 版 9 5，871 2．01 9 6，375 2．13
食 品 13 4，890 2．05 16 5，123 2．05
そ の 他 製 造 業 7 4，001 1．54 9 3，804 1．5

製 造 業 平 均 144 5，121 2．00 167 5，245 2．02
（4，763） （1．92） （5，068） （2．01）

非
製
造
業

商 業 20 5，005 2．09 18 3，991 1．54
金 融 1 ― ― ― ― ―
運 輸 ・ 通 信 35 3，668 1．57 30 2，877 1．27
土 木 ・ 建 設 7 5，200 1．95 9 7，039 2．5
ガ ス ・ 電 気 6 4，433 1．53 9 4，345 1．52
そ の 他 非 製 造 業 10 3，692 1．56 9 3，255 1．36

非 製 造 業 平 均 79 4，323 1．78 75 3，740 1．52
（4，266） （1．77） （3，959） （1．62）

総 平 均 223 4，805 1．91 242 4，695 1．84
（4，587） （1．87） （4，724） （1．89）

（注）1）本調査は、地方別経済団体の協力により、従業員数500人未満の17業種741社を対象に実施
2）17業種229社（30．9％）で回答が出ているが、このうち6社は平均金額不明等のため、集計より除外
3）上記回答・妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、単純平均
5）2017年の数値は、2017年6月16日付第1回集計結果
6）集計社数が1社の場合など数字を伏せた業種があるが、平均には含まれる
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問
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四
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Ｔ
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